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序文 4 

序文

背景

IFLA（国際図書館連盟）にはさまざまな手段を通じ，図書館資料の保存管理

に関する原則の承認と普及を奨励していく責務がある。

「 図 書 館 に お け る 保 存 と 修 復 の 原 則 」 は ，  IFL aA Journ l Vol.5 
(訳注１)pp.292-300(1979)に最初に発表された。 これは IFLA 資料保存分科会の

後援のもとジャンヌ＝マリー・デュローとデビッド・クレメンツによって改

訂・拡充され，IFLA の P of ona er essi l R ports No.8 として 1986 年に刊行され

(訳注２)た。

1994 年に，IFLA-PAC（ 国際図書館連盟資料保存コア・プログラム）は「1986 

年版原則」の改訂に向け，意見を集約するための調査を開始した。調査は，幅

広い機関に所属する資料保存の専門家と団体（司書， アーキビスト，ICA（国

際文書館評議会），IFLA-PAC，IFLA 資料保存分科会など）を対象に行われた。

「1986 年版原則」の刊行以降，資料保存に関連するさまざまなテーマの論文

や図書が数多く出版されてきた。これは現在における「資料保存」のさまざま

なテーマを反映していると同時に， 図書館界において「資料保存」がそれなり

に市民権を得たことにもよる。とはいえ， 今日でも世界には， 蔵書の保存対策

を実施する上での指針を必要とする図書館が存在している。そこで IFLA-PAC 

は「1986 年版原則」の改訂に際し，次のような方針を定めた。すなわち，記

述は簡潔にし， 内容は各図書館が蔵書の予防的な保存対策を考える上で役に立

つ重要なテーマに絞る。

IFLA-PAC 国際センターは，CLIR （米国・図書館情報資源振興財団），特にデ

ィアンナ・マーカム氏，ハンス・リューティマン氏，マクシーン・シッツ氏，

キャスリン・スミス氏らの支援と助言およびこの出版物を我々に任せてくれた

ことに感謝を申し上げる。

「IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則」の原文である英語版は，CLIR 

<http://www.clir.org> または，IFLA <http://www.ifla.org/VI/4/pac.htm> 
(訳注３)のウェブサイトから入手できる。 また IFLA では，必要な場合は更なる

改訂版を刊行するつもりである。

目的

この冊子は，資料保存の知識がほとんどない，あるいはまったくないような

個人や機関に向けた， 図書館資料の予防的保存対策に関する一般的指針である。

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則
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といっても詳細な方法や実際の作業手順を総覧するのではなく， 図書館が蔵書

の保存対策を考えるにあたり，責任ある態度をとるための助けとなる基本的知

識が得られるものである。

蔵書へのさまざまな脅威はしばしば指摘される。しかし，これを無視した結

果について，司書は十分に行き届く声で警告してこなかった。

「IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則」は，科学や技術の専門家とと

もに，こうした結果に向き合い，蔵書の未来のために建設的な方針を立てる図

書館の責任の一助になることを目的に作成された。

この冊子の主な目的を次にあげる。

♦ 図書館資料が傷みやすいものであることを明らかにする。

♦ 図書館資料の長期耐久性，耐用性についての知識を深める。

♦ 適切な予防的保存対策を奨励する。

♦ 図書館職員に対し，資料保存問題解決の手助けをする。

♦ この問題について，管理責任者，施設管理者，保存部門の職員および他

の図書館職員がなぜ相互に協力しなければならないのかを明らかにし，結

果として蔵書保存に対し，すべての職員の関心が向かうようにする。

編集後記

この「原則」一冊で，資料保存のさまざまな問題にこたえることはできない。

このことはあらかじめ断っておきたい。そもそも「原則」自体が多くの参考資

(訳注４)料をもとに作成された。うち一部分は参考文献の章に収録してある。 ま

た「原則」はこのように簡潔な内容であるから， 図書館資料の予防的保存対策

に関する多くの話題の導入部に触れるにすぎない。したがって，「もっと詳し

く」と望まれる読者には，以下にあげるものから，まず取り組まれること

(訳注５)を勧める。 以下の図書には，「原則」ではさわりしか述べることができな

かった分野についても解題つきの書誌リストを収録している。

, Media, and Archival P eser i oDePew, John N. A Library r vat on Handb ok. 
Santa Barbara, CA: ABC-CLIO, 1991. 

資料保存を考える上での基本的ハンドブック。紙の化学的・物理的性質を

はじめ， 環境管理， 防災計画， 資料の取り扱い， 保存対策のための調査方

法まで幅広く収録。図， 表， グラフが多用されており， 使用されている図

表への索引もある。

Fox, Lisa L., Don K. Thompson, and Joan ten Hoor (eds. and comp.) A C ro e 
ll i n in P eservat on. Chicago: American Library Association, Co ect o r i

Association for Library Collections & Technical Services, 1993. 
解題つきの書誌リスト。1988 年に初版が刊行され，1993 年のものは第2版。
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u e a Li r r m. Geneva: Les Editions Institut d’ Giovannini, Andrea. De T t l b o u
Etudes Sociales, 1995. 

1999 年に第2版が刊行された。副題は「図書と文書資料の保存（La conservation 
des livres et documents d’archives）」。本文はフランス語とドイツ語の2か国語併

記。

r vat on in L brari s – P inci es andHarvey, D. Ross. P eser i i e r ples, Strategi
Practic s for Librare ians. London: Bowker-Saur, 1993. 
資料保存対策は保存部門の専門家だけでなく，すべての図書館職員が関心を

払うべき話題であり，同時に組織の管理者が責任を持つべき問題であるとい

う考え方に基づいて資料保存における各分野の考え方がまとめられている。

主な対象は図書館職員。

r vat on of Librar n ival Mat rials.Ogden, Sherelyn (ed.) P eser i y a d Arch e
Andover, MA: Northeast Document Conservation Center, revised 1996. 

1999 年刊行の第3版は，約400ページ，50種類のリーフレットからなる。保存

計画から修復手順まで資料保存全般を対象とし，各リーフレットごとが，独

立に使用できる。専門用語を使わずに書かれていることがひとつの特徴。ウ

ェブ上でも公開されており，随時訂正されている。

Reed-Scott, Jutta, ed. P eser i n P ann ng P ogr m. Washington, DC: r vat o l i r a
Association of Research Libraries, 1993. 
図書館の資料保存における主要７テーマを取り上げたシリーズ。論文・資料・

書誌が収められ，各テーマごとに政策決定上必要な概念構成が得られるよう

になっている。1993 年に改訂されたPreservation Planning Program:An Assisted 
Self-Study Manual for Libraries との併用を目的としている。

r vin v d Ma t . Chicago: Ritzenthaler, Mary Lynn. P eser g Archi es an nuscrip s
Society of American Archivists, 1993. 
同著者が1983 年に刊行したものの改訂版。文書館を対象。文書館資料の特徴， 

環境管理，修復保存と保存計画の関係のほか，修復保存処置についても豊富

な図を用いて解説されている。用語や道具についても解説あり。

ところで，英語でのプリザベーション（preservation） という用語は， 図書

館における資料の保存対策を考える上で必要な管理や運営，財政，人事などの

すべての方策を含むものと定義されている（「1986 年版原則」を参照）。しか

しながら，この冊子の中ではプリザベーションは「予防的保存対策」として，

資料が化学的に劣化していくのを遅らせ， また物理的に損傷することから守る

ために行う適切なセキュリティ対策， 環境管理， 書庫管理，取り扱いを指すこ

とにする。

一方，図書館資料のコンサベーション（conservation） すなわち「修復保存」

については，「原則」の中ではあえて取り上げなかった。「予防的な保存」対策

のほとんどが，一般職員により行われるのに対し，「修復保存」対策は，適切

な道具や設備と知見を持つ， 教育を受けた専門家のみにより行われるからであ

る。「修復保存」はまた，手間とコストが非常にかかる作業である。このよう

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則
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な作業を館内で行える機関は世界中にもほとんど存在しない。したがって， こ

の冊子は多くの図書館が実行できるような，蔵書の劣化を防いだり遅らせたり

する対策に的を絞った。

――――――――――― 

訳注

o(1)	 “Principles of conservation and restoration in libraries”．IFLA J urnal Vol.5, 
pp.292-300, 1979. 
日本語のものには，

全訳 『コデックス通信』資料1 (1986) 

部分訳『ゆずり葉』第39 号 (1986) 

同 『IFLA 資料保存の原則』 日本図書館協会 (1987) 

同 資料保存協議会・資料保存のためのデジタル図書館


＜http://www.con-con.org/conconlib/ifla01.htm＞


(2)	 J.M. Dureau and D.W.G. Clements under the auspices of the Section on Conservation. 
pl s for th s a s a on of L brary M teriPrinci e e Pre erv tion and Con erv ti i a als. (IFLA


Professional Reports: 8). The Hague: IFLA Headquarters, 1986. 

日本語のものには，

『IFLA 資料保存の原則』 日本図書館協会 (1987) 


(3)	 本文部分の邦訳は国立国会図書館のウェブサイト＜http://www.ndl.go.jp ＞にも掲載してい

る。

(4)	 邦訳にあたっては，原文に掲載されていた参考文献を割愛し，国内で刊行された資料保存

関係の図書・論文を「第９章 参考文献」として収録した。

(5)	 日本語の解題は訳者側で補った。

©2003.7	 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則
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第１章 序論

図書館資料の敵は？

♦ 資料そのものの性質

♦ 自然災害，人為災害

♦ 保管環境

♦ 資料の取り扱い方

図書館の伝統的な蔵書（ 図書， 文書，新聞等）は，紙や布，動物の皮， 接着

剤などさまざまな有機物からできている。これら有機物の自然劣化は絶えず進

行しており，避けることはできない。資料を注意深く取り扱ったり， 適切な保

管環境を整えたりすることによって劣化を遅らせることはできるが， 完全に食

い止めることは不可能である。

図書館資料の化学的・物理的な安定性は，資料そのものの物理的構造ととも

に，製紙などの際にどのような原材料を用いて， どのように加工したかにより

決まる。

大量生産社会へ移行したこの数世紀の間に，こうした図書館資料のものとし

ての品質は低下してしまった。1850 年以降に製造された紙の多くは， 強い酸性

を示し， 脆くなっており，いずれはぼろぼろと崩れてしまうだろう。製本の工

程は自動化により簡略化され，現在では多くの図書の中身は接着剤だけで綴じ

られている。実際のところ，私たちの期待と裏腹にあらゆる図書がすぐに傷む。

革製本のものなどは特にそうである。

一方，マイクロフォームや光ディスク，磁気ディスク， デジタル・フォーマ

ット，写真， 音声・画像記録メディアなど現代の情報記録媒体はといえば，す

べて固有の保存上の問題をかかえている。注意深く保管し利用しなければ， 遅

かれ早かれこれらの情報も消滅してしまうだろう。

大量の図書館資料がその寿命を全うしつつあることを受け入れるのは一般

的には難しいだろう。だからこそわずかに残された命を永らえさせるためには，

注意深く取り扱い，注意深く保管するしかないのである。

なぜ保存するのか？

♦ 館種および館の利用形態に応じて，蔵書の保存ニーズは異なる。地域の

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則
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傷んでいる資料を買い換える際

は，補修したならば費用がどの

くらいかかるかを考えて，適正

な財源を配分すべきである。 

公共図書館に求められる保存のあり方は，国立図書館に求められるそれと

は明らかに違う。しかし，保存期間が数年か半永久的かは別にして， 蔵書

を常に利用できる状態にしておく義務を負っている点ではどの図書館も

同じである。

♦ 所蔵資料を寿命が来る前に使い古してしまっては，図書館の財政はたち

ゆかない。また資料を買い換えることは， たとえ可能であっても， 費用が

かさむ。保存は経済的に理にかなった方策である。

♦ 将来，研究者がどの資料に関心を持つかを予想するのは難しい。それゆ

え，現在ある蔵書を保存していくことが将来の利用者に奉仕する最善の方

法である。

♦ 専門知識を持ち，責任ある立場にいる図書館職員が，自らの扱う資料の

保存にかかわらねばならない。

誰が責任を持つべきか？ 

すべての人が責任を負っている。資料保存の専門家が指導したり，専門家で

なければできないこともあるが，蔵書を守り，利用可能な状態に保つことは図

書館長をはじめ，あらゆる職員の責務である。管理職者から一般職員にいたる

まですべての図書館職員が資料の保存方針を承認し，支持し， 推進していかな

ければならない。

図書館の運営管理責任者と施設の保全責任者は，蔵書の管理責任者と連絡を

取り合わねばならない。密接に連絡を取り合うことにより，例えば， 次のよう

な保存対策が実現できる。建物の照明用に新たに予算が組まれた場合，単に省

電力仕様の照明を設置するだけではなく， その機会をいかして， 蔵書の保護に

必要な要件を満たした照明設備を設置する。配管工事を行う場合，関係者全員

で協議し， 資料を収蔵した区画には配管しないなど，蔵書への危険を小さくす

る方策を講ずる。このように，館内で十分に連絡を取り合うことが保存対策の

鍵となる。

保存ニーズについても検討しなければならない。保存ニーズは，自らの組織

がおかれた社会的，政治的状況に合うものでなければならない。また，組織の

目的，収集方針，どれだけの人材や財源が活用できるのかといった点も考慮し

なければならない。

保存方針は，以下にあげる事柄について各部署と検討した上で作成すること

になる。

♦ 参考図書のように頻繁に利用される資料は，もし買い換え費用が補修費

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則
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用より安いならば，いつでも複本が購入できるよう，収集部門は準備をし

ておく。また， 頻繁に利用される資料ならば，紙以外の記録形態（ 例えば

マイクロフォームや電子出版物，そしてこれらを読むための機械）のほう

が，複本よりも経済的で効率的でないかどうか検討しておく。

♦ 原資料でなく複製でもよいのはどのような資料か。また複製でよい場合

は，どのような複製が最も適しているか。こうした方針を書誌作成部門と

利用者サービス部門は申し合わせておく。

♦ 各部署は，収集にあたっては十分かつ環境の整った収蔵場所を合わせて

計画する。

♦ 閲覧サービスを行う職員に原資料の閲覧と複写にかかわるすべての制限

を知らせておく。

♦ 職員自身の安全および資料のセキュリティを確保する方法や資料の正し

い取り扱い方法，またそれを利用者に効果的に伝える方法などについて，

職員が研修をできるように財源を確保する。

♦ 資料の展示方針を策定し，自館における展示や展示のための館外貸出に

おいて，資料が傷まないようにする。司書と修復保存部門の職員の間で，

展示が資料に悪影響をあたえないか確認する。展示にあたっては，資料の

ために適当な支持台を使用し，セキュリティを確保し，適切な展示環境を

整える。

♦ 資料保存や蔵書管理にかかわる職員は，経験の多寡にかかわらず，一定

の技術的・科学的知識を身につけるだけでなく，蔵書の来歴や資料を構成

している素材，資料に書かれている内容についても通じていることが望ま

しい。これにより，蔵書がかかえる保存問題をより深く理解することがで

きる。司書やその他すべての図書館職員， 図書館学を学ぶ学生は， 図書館

の機能や政策全体の中における資料保存の重要性を認識しなければなら

ない。

どこから始めればよいか？ 

保存方針を策定していく過程のひとつに，どのような資料をどこまで収集し

保存するかを明らかにすることがある。どの資料を収集・保存の対象として選

択すべきかについて， あらゆる図書館にあてはまる一般的指針はない。図書館

によって， またその図書館の政策によって異なる。とはいえ， 国立図書館と地

域の図書館は互いに協力し， 何を保存し残していくかについて責任を分かち合

わなければならない。

蔵書の予防的保存対策を可能にするためには，施設や蔵書の状態，資料保存
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のために必要な要件が包括的かつ公正に評価・検討されなければならない。限

られた予算と人員の中で蔵書を保存するためには， 明確で合理的な理由に基づ

いた決定を下すことが重要である。そのような評価は図書館内で行うこともで

きるが， 専門知識を有するコンサルタントに依頼することもできる。どちらに

も一長一短がある。コンサルタントの利用は高価で職員の時間も多くとられる。

しかし，評価・検討の結果， 図書館の実態が明白になるはずである。内部評価

は安くあがるだろうが， 職員の利害関係に影響を受けることがあるかもしれな

い。また， 残念なことだが， 一般的に内部よりも外部機関による勧告のほうが

図書館内で受け入れられやすいという事情もある。

評価は，館長の了承のもとで，館内の全部署が協力して実施しなければなら

ない。館内で公式に認知されていないと満足な効果が得られないだろう。最終

報告書は「保存ニーズ」調査を成功に導くために極めて重要である。報告書は

問題点を明確に指摘したものでなければならない。またその提案は現実的なも

のでなければならない。

どのように始めればよいか？

施設と蔵書の実態調査を行うにあたっては，事前に目的を明確にしておくこ

とが大切である。各種の方針や作業方法， 手順の詳細は，これまでに発表され

た文献が参考になる。あらゆる部門の図書館職員へ聞き取り調査を行ったり，

職員や利用者がどのように資料を扱っているかを観察したり， 建物と蔵書の危

険度評価を行ったりすれば，さらに有望な情報が得られるかもしれない。

図書館の蔵書全体，あるいは特定のコレクションにとって，何が重大でかつ

差し迫った問題なのかを明確にすることが，資料保存を始めるにあたり，最も

重要である。問題は個々の図書館によって異なるであろう。例えばある図書館

では，煙・火災感知器の入れ替えが重要であるかもしれない。あるいは総合的

害虫管理（IPM） のプログラム立ち上げが，または貴重な写真コレクションを

環境の安定した場所に移動させることが重要であるかもしれない。

保存方針を策定するにあたっては，まず実態調査を行い基礎情報を集める。

調査は包括的でなければならない。しかし， 細か過ぎる必要はない。調査では

得てして膨大な量の情報を収集しがちである。そうすると後になってデータを

整理し分析することが極めて難しくなってしまう。簡潔な質問と回答の設定が

調査を成功させる鍵である。以下に示す４項目に対する実態調査は， 検討の基

礎情報を得るのに役立つ。また実態調査を企画する際に気を配るべき点につい

ては，次章以降でさまざまなアイディアが得られるであろう。
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調査項目

建物

♦ 施設の設置場所に起因するセキュリティ上，環境上のあらゆる問題点を

明らかにする。

♦ 建物の履歴と使用状況をまとめる。

♦ 建物内外の構造を確認する。

防災

♦ 建物と蔵書に潜在するリスクを把握する。――人為的要因によるリスク，

自然的要因によるリスク

♦ こうしたリスクに対して現在講じている予防策を点検する。

♦ 防災計画を検証する。

保管環境

♦ 蔵書を保存するためにどのような環境対策を講じているか，その長所と

短所は何か，誰が責任者か，といった項目をまとめる。

コレクション

♦ コレクションの現状を調査・確認し，今後問題になりそうな個所を明ら

かにする。 各コレクションに含まれる資料の種類，数量，発行年を書き

出し，蔵書の全体像を明らかにする。

（例：写真300 枚，図書2,000 冊，文書箱10メートル）

（例：1850 年以前の図書１万冊，1850～1900 年の図書2万冊，1900 年以降

の図書50万冊） 

その他必要項目

♦ 蔵書の全体状況。


♦ 特に状態の悪いコレクション。


♦ 非常に貴重で重要なコレクション。


♦ 最も危険にさらされているコレクション。


♦ コレクションの増加速度。


♦ 収集方針。


♦ 増えていくコレクションの収蔵場所。
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どの資料が頻繁に利用されているかを知ることは，特定のコレクションの保

存ニーズをつかむのに役立つ。例えば， 頻繁に利用請求があり， 状態が悪い地

域史の雑誌は，同じように状態はよくないがあまり利用されない雑誌よりも，

マイクロ化の優先順位が高い，というように。

次章以降で取り上げる項目についても報告書を作成する必要がある。例えば，

蔵書のセキュリティ，資料の保管・取り扱い方法，書庫の環境，閲覧室の慣行，

職員の研修や専門性のレベルなどである。

何を保存すべきか？

保存ニーズの評価・検討が終わったら，次は出された勧告に優先順位をつけ

る。限られた資源と問題の規模を勘案すると，次にあげる３つの項目からまず

取り組む課題を決定すべきである。

♦ 建物の安全確保

♦ 環境管理の改善

♦ 蔵書の保管場所と取り扱い方法の改善

課題の選択は政策の中に明確に位置づけて行う必要がある。これにより，将

来の利用者に対する責任をきちんと果たすことができる。もちろん， どれかを

選ぶということは，蔵書の保存へ向けた総合的な対策を否定するものではない。

保存容器に入れる，特定の環境のもとで保管するなどの特別な配慮をあらゆる

資料が必要とするわけではない。しかし，人為災害，自然災害，窃盗，切取り，

害虫，カビ，乱暴な取り扱いなどを防ぐ手段を講じることはどのような資料に

も必要である。

一般に，媒体変換や保存容器へ入れるといった特定の手当てを必要とする資

料は，常識に基づいて選択できる。状態が悪くかつ頻繁に利用される資料に何

ら手当てを施していないにもかかわらず， 状態がよくかつ利用頻度の低い資料

を保存容器に入れるのは常識にかなっていない。また， 他機関がすでに媒体変

換した資料を改めて自館で媒体変換することも同様である。

図書館の財政にどのような影響があるか？

図書館が保有する情報量は，それらの管理を十全に行い有効に活用するため

に必要とされる人的， 財政的資源量を常に凌駕している。このため， あらゆる

ものを保存し残すことは，これまでもできなかったし， これからも不可能であ

る。半永久的に保存しようとするならば， 施設整備や特別な保管環境，媒体変

換などに対し， 相当の財政支出が求められる。それゆえ，何を収集し何を保存

するかの決定が必要となる。
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どの図書館も，現在そして未来の利用者のために蔵書を利用可能な状態で保

存する義務がある。しかし蔵書の管理と保存に， 費用がかかることも否定でき

ない事実である。これまであまりにも長い間，図書館はその予算の大部分を資

料の収集に費やしてきた。大半の図書館では資料保存のための財源は皆無か，

あったとしても不十分なものである。資料を補修したり買い換えたりするには

相応の費用がかかるが， 資料の劣化を防ぐことに時間と資源を費やせば，少な

い予算でも効果をあげることができる。

災害の被害から資料を救助することは，人的，財政的観点から極めて高くつ

くことを考慮すれば，火災， 洪水，窃盗， カビ，害虫被害への予防策は，どの

図書館においても欠かせない。災害による被害はさまざまな影響を及ぼす。し

かし，深刻な被害をもたらした災害の多くは，お金をほとんどかけずとも， 未

然に防ぐことができたはずである。予防は治療よりも優れているだけでなく，

非常に安上がりである。

図書館資料の保存に財政の追加支出は必ずしも必要でない。常識を働かせれ

ば保存問題に対する経済的な解決策はいくらでもある。とはいえ，どの図書館

でも，蔵書を保存し受け継いでいくことは資料収集と同様に重要な機能である。

したがって，資料保存に相応の予算を配分すべきことは，理解しておかなけれ

ばならない。

なぜ協力が必要なのか？ また， 誰と協力すべきか？

司書が蔵書の保存に対する責任を自覚することが必要である。しかし，それ

だけでは十分ではない。一般の人々や財政当局の保存プログラムに対する理解

を深めていくことも重要である。政府は， 国の文化遺産を良好な状態で保存し

継承していくために積極的な役割を果たさなければならない。全国規模の資料

保存対策室を設置することも，国の記録された文化遺産をその媒体にかかわら

ず長期に保存・継承していくために欠かせない。全国資料保存対策室の財源は，

国または民間，あるいは官民両方の資金援助を受ける。全国資料保存対策室は，

すべての図書館とその関連機関が適切な保存方針を策定し適用するように奨

励しなければならない。各図書館の求めに応じて， 防災計画，複写， セキュリ

ティなどについての文献を提供するのは非常に有益なサービスであるが，それ

だけでは十分とはいえない。実地研修や教育の機会も提供すべきである。

全国資料保存対策室は，保存政策を全国規模で調整し展開するのに適した機

関でもある。出版物にパーマネントペーパー（ 耐久用紙）の使用義務を課する

といった問題に対して，図書館界の利益を代表する役割を担うこともできる。

学校や公共図書館で一般の人々に向けて， ポスターにより，図書館の資料に愛

着をもち大切に取り扱うように訴えかけるキャンペーンを行うことも，全国資

料保存対策室に期待される役割のひとつである。

国の文化遺産を長期に保存し継承していくためには，国，地域，協会， 各図
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書館などさまざまなレベルで実施されている保存プログラムを調整していく

ことが欠かせない。国家レベルで取り組むべき技術的・財政的問題を，個々の

図書館や文書館が取り上げて首尾よく解決することを期待するのは現実的で

はない。例えば，1996 年にIFLAとICAは，JICPA（ アフリカ地域における資

料保存に関するIFLA･ICA 共同委員会）を設置し，資料保存問題に対する意識

の喚起や，アフリカ地域における資料保存活動の連絡調整を行っている。

図書館は文書館だけではなく，博物館や美術館とも連携協力しなければなら

ない。環境管理や建物・蔵書の点検・評価，防災計画の立案などさまざまな分

野で，互いに相談し助言をあたえ合うことによって，労力や資金を大幅に節約

できる。また協力により，別のところで同じことを最初から行う愚を避けるこ

ともできるだろう。
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のセキュリティ区域を書き出

く。 

建物点検の一環として，すべて

す。欠点が指摘された場合はで

きるだけ早い段階で解決してお

第１節 セキュリティ

図書館長は自ら率先して館内をとりまとめ，セキュリティ方針の策定を進め

る。方針の立案段階では，他の図書館や警察，そして職員とよく相談すべきで

ある。

１ 建物とその周辺の安全確保

♦ 図書館の構内とその周辺は常に整備しておく。

♦ 犯罪者が簡単に侵入できないかどうか，建物の外側を点検する。警報装

置や監視カメラの設置を積極的に検討し，構内には外灯を十分に灯す。

♦ ドアや窓から侵入されないように，鍵や窓ガラスに十分な注意を払う。

例えば，セキュリティガラスを入れたり，ガラスにセキュリティフィルム

を貼ることを検討する。

♦ 館内の整備に努める。これにより職員の注意と監視が行き届いている印

象をあたえ，犯罪の芽を摘み取ることができる。

♦ 利用者用の出入口と職員用の出入口とは別々が望ましい。また，出入口

には職員を常時配置する。

♦ 職員が使う部屋であっても，使用していない時は鍵をかけておく。

♦ 高価な備品は鎖やボルトで固定し，所属先を記載する。

♦ 請負業者には入・退館時に必ず受付で記名してもらい，通行証を常時携

帯してもらう。

♦ 職員はセキュリティの確保に常に注意を向けるようにする。

♦ 書庫スペースの整備に努める。誰がどの区画に立入りできるのかという

ことについて明確な指針を作成する。

♦ 貴重書・稀覯書のセキュリティを確保するために貴重書室のような専用

スペースを設ける。

２ 犯罪や反社会的行為の防止

図書館内における犯罪や反社会的行為は，騒がしい利用者から確信的な窃盗

犯まで多岐にわたる。職員， 資料，備品， 私物，あらゆるものが危険にさらさ

れている。こうした犯罪や反社会的行為を防止するためには， 次のようなこと
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から始めるとよい。

♦ 館内での静寂と秩序を守る。

♦ 本当に読書をするために来た利用者にとっては使い勝手がよいが，悪質

な利用者には居心地が悪く警戒心を抱かせるような環境をつくる。

♦ 「何をしてはいけないのか」をはっきり，わかりやすく掲示する。

♦ 迷惑な利用者やけんか腰の利用者，疑わしい行動をとる利用者への対処

方法を職員に指導する。

３ 閲覧スペースのセキュリティ

検討項目

♦ 綴じられていないバラバラの資料をどのように利用提供するか？ また

返却の際，どのように点検するか？

♦ 閲覧スペースにおける監視は適切か？ 

♦ セキュリティ機器は適切に配置されているか？

♦ 鞄類の持ち込みは許可されているか？ 出口で確認されているか？

４ 図書館資料のセキュリティ

すべての図書館資料には一定の方法で蔵書印を捺し，その図書館の所有物で

あることがはっきりとわかるようにする。蔵書印のインクはすぐに乾き，滲ま

ず，安定していて，消去できないものでなければならない。資料盗難防止シス

テムがある場合は定期的に点検する。

５ 非常時のための小冊子

非常時の対処方法をまとめた小冊子は，全職員がすぐに使えるようにしてお

くと役立つ。小冊子には，即座にとるべき行動，担当責任者名， 連絡方法のみ

を記載する。

非常時の例

♦ 職員・利用者・来訪者の事故。

♦ 破壊行為，窃盗，脅迫。

♦ 停電，エレベーターの故障，すべての部屋の鍵をあけられるマスターキ

ーの紛失。
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防災計画は文章化し，すべての

職員が理解しておく。また定期

的に見直し，現場だけでなくす

べての場所に備える。 

♦ 人・蔵書・建物の安全を脅かす非常事態。例えば，爆破予告。

♦ 台風，地震，洪水警報。

第２節 防災計画の立案

規模の大小を問わずあらゆる図書館において，災害に対し可能な限りの予防

策を講じることが重要である。また， 天災や人災へ的確に対処する手段を備え

ておくことも大切である。

自然災害：台風，洪水，地震，火山の噴火，砂嵐

人為災害：戦争・テロ行為，火災，水道管の破裂や屋根からの水漏れ，爆発

災害の予防策を講じたり，災害復旧計画または資料救助計画を立案しようと

する機関にとって役に立つ文献はすでに数多く出版されている。したがって，

この冊子では基本的な点だけをあげる。どの図書館でも，この章で掲げる諸点

を十分に盛り込んだ計画を必ず立案し，明文化しておくべきである。

災害への備えは「段階的」に行うことができる（段階的アプローチは資料保

存一般に用いることができる手法である）。まず手始めに，概略のみでもよい

ので，最も関心の高い部分から手をつけてみるとよい。それにより， 次第に計

画立案のノウハウが身につき，全体計画の作成に取りかかる余裕ができる。ま

た，災害に備えてどのような体制を整えるべきかについて館内の合意をつくり

あげていくこともできる。そして次の段階では，さらに内容を具体的に展開し，

手をつけていない部分にも取りかかるとよい。

防災計画は通常次の 5 段階からなる。

♦ 危険度評価

建物や蔵書に対する危険の把握。

♦ 予防

危険を取り除く，あるいは小さくするための対策。

♦ 備え

災害への備え，災害時の対処，復旧計画の作成と明文化。

♦ 対処

災害が発生した時にとるべき行動。

♦ 復旧

被災場所や被災資料の状態を安定させ，再び利用できるようにするた
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めの処置。

第１項 危険度評価

蔵書に問題を引き起こすかもしれない館内外のあらゆる危険を確認する。ま

た，すでに行われている予防策の欠点を洗い出す。消防署に相談すれば，ただ

ちに顕在化することはないものの， 危険をもたらす恐れのある要因の発見に役

立つであろう。

１ 館外における危険要因の確認

♦ 蔵書がある地域の特性を確認する（住宅地域，工業地域，商業地域，農

業地域，娯楽施設や保養施設のある地域）。

♦ 危険性をはらんだ産業施設や自然災害の恐れがある場所に，図書館が近

接していないか（ 空港， 鉄道／高速道路， 海・池・河川，草地・森林，そ

の他の施設）？ 

♦ 建物の外周はどのようになっているか（ 柵，門，川・池・海辺， 暗がり，

屋根の張出し，物陰）？ 

♦ 建物の周囲は安全か（定期的な巡回，適切な照明，入口での来館者の確

認，職員用と来客・利用者用の入口の分離）？

♦ 工場や環境からの汚染物質（塵埃，汚染ガス）が問題になっていないか？

♦ 火災や洪水に対する建物の安全性はどうか？ 近隣にその危険性はないか？

例えば，森林や河川などの自然的要因，または石油化学プラントなどの人

為的要因はどうか？

♦ 過去 5 年間に大きな事件や災害が発生していないか（爆破・予告爆破，

暴動，騒乱， 戦争，破壊行為，自然災害 ――洪水，地震， 火災，砂塵嵐）？ 

２ 館内における危険要因の確認

♦ 建物に使用されている材料は何か？

♦ 建物の内外は耐火構造をとっているか？

♦ 建物を区切る防火壁や防火ドアはあるか？ 

♦ 蔵書の収蔵場所は配管や電気・機械設備（水道管，放熱器，空調， 厨房，

写真現像室）から十分に離れているか？
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♦ 蔵書の収蔵場所は水漏れや洪水の被害を受ける危険はないか？

♦ 喫煙が認められているのはどこか？

♦ 図書以外の可燃物（例えば，写真現像室の化学薬品など）が館内に大量

に置かれていないか？

３ 現在講じている予防策の点検

♦ 建物に煙火災感知器，または水漏れ感知器が設置されているか？ 

♦ 自動火災消火設備が導入されているか？

♦ 手動で操作する消火器具は，どのようなものを設置しているか（水消火

器，泡消火器，二酸化炭素消火器，消火用ホースなど）？ 

♦ 火災感知器や消火設備を定期的に点検しているか？ 

♦ 建物に避雷針はあるか？ 

♦ 配線工事や改装工事など危険をともなう工事の際は，特別な予防策を講

じているか？

♦ 建物のセキュリティシステムは（もし設置されているなら），警察署また

は消防署に接続しているか？ 

♦ 図書館に明文化された防災計画があるか？ 

防災計画に盛り込むべき事柄： 非常時にとるべき行動，災害への対処

方法の概略，非常時に必要な物品のリスト，復旧の優先順位，修復保

存の専門家の連絡先，外部から入手する物品のリスト，職員ボランテ

ィアのリストなど。

♦ 職員は非常時に対する訓練を行っているか（担当者の任命，定期的な訓

練，避難訓練）？ 

♦ コンピュータのデータは毎日バックアップを作成しているか？

♦ 電子化されていない目録や登録受入記録は複製を作成し，館外の別の場

所に保管しているか？

♦ 電子化された目録や登録受入記録のバックアップデータを館外の別の場

所に保管しているか？

第２項 予防

危険性を把握したら，次には，建物と蔵書の安全を守るために必要にして十

分な予防策を講じる。その際， 救急機関（消防署，警察署，病院）などと相談
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スプリンクラーのような水を使

う消火設備が導入されている場

合は，排水・乾燥がすぐに行え

るように備えておく。 

するとよい。

１ 火災報知設備

館内の全域に煙火災感知器を設置する。火災を感知すると，煙火災感知器は

建物内と最寄りの消防署に即座に警報を発する。煙感知器は， 初期段階の火災

を感知し， 早期に警報を発することができるので， 導入すればスプリンクラー

が作動する前に，人手による消火作業が可能となる。

建物内の人が火や煙を発見した際，すぐに警報を発することができるように， 

館内全域に手押し式の火災警報器を配置する。

２ 手動式消火装置

自動火災消火システムがない場合は，人手により消火活動をするために次の

ような設備を設置しなければならない。

♦ 消火ホースを最大限伸ばした時に，建物の全域が消火ホースのノズルか

ら６メートル以内におさまるように，消火ホースリール，または消火栓箱

を設置する。

♦ 高さが 30 メートルを超える，または床面積が 1,000 平方メートルを超え

る建物には，消火栓あるいは給水管を設置する。

♦ 消防隊が建物の外部から加圧送水できるように，消火栓，給水管を設置

する。

♦ 小型消火器はいつでも使えるようにしておく。自動消火システムを導入

しても消火器は必要である。適当な数の小型消火器を要所要所に配置する。

また，電気火災や化学火災など，想定される火災に応じて消火器の種類（二

酸化炭素，水，泡）を選択する。

３ 自動消火システム

自動消火システムは，その効果と欠点を把握した上で使用する。

♦ 二酸化炭素ガス消火設備は，気密性があり，常時人がいない小さな区画

に限って有効である。

♦ 地球を保護しているオゾン層をハロンが破壊するため，ハロンガス消火

設備はすでに製造が中止されている。

♦ 水を使う湿式スプリンクラーは信頼性が高く安全な消火設備で，維持管

理が比較的簡単である。スプリンクラーは，一か所が作動すると， すべて
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の個所で同時に作動すると思われがちであるが，そうではない。誤作動の

危険性を過大に考えるべきではない。消火ホースの通常の水放出量が毎分

540～1,125 リットルであるのに対して，スプリンクラーの平均的な水放

出量は毎分 90 リットルである。環境や人に対する水の安全性は知られて

いるが，さまざまな化学薬品の影響はいまだに十分には突き止められてい

ないことを考慮すべきだ。被水した資料を復元する周知の技術もある。

♦ 乾式スプリンクラーの基本的構造は湿式スプリンクラーと同じである。

乾式スプリンクラーは，保護区画では，パイプの中に圧縮空気を入れてい

る点が異なっている。スプリンクラーが起動すると，バルブが開きパイプ

の中に水が流れる。これにより，蔵書を収蔵している区画に誤って水が漏

れる危険性が小さくなっている。

♦ 現在，水噴霧消火設備が開発途上にある。その仕組みは少量の水に非常

に高い圧力をかけ，霧状の水を放出するものである。この消火設備には，

すばやく火勢をコントロールして冷却するという特徴がある。しかも水を

ほんのわずかしか使用しない。試験の結果，通常の消火作業につきものの

過剰放水が避けられることがわかっている。その他，導入費用が小額です

む，建物の外観への影響が小さい，環境にあたえる悪い影響が少ないなど

の利点があると考えられている。

４ 日常的な維持管理

火災報知設備， 火災消火設備，建物の基礎構造，配管， 電気，ガス供給設備

やガス器具などは保守し，定期的に点検する。点検報告書の類はすべて保存し，

保守作業の内容は文書に残す。

第３項 備え

災害に対し次のような準備をして，定期点検をし，更新を行う。

♦ 建物の平面図。平面図には，書庫，窓，出入口，火災消火器，火災報知

設備，スプリンクラー， 煙火災感知器，水・ガス・空調のパイプ，エレベ

ーター制御装置，配電盤，止水栓の場所を示す。

♦ 優先的に救助する資料のリスト。リストは各資料の所管部署が作成し，

各々の部屋からどの資料を救助しなければならないかを示す。消防隊が建

物内に入り，限られた時間の中で資料の救助を行う場合があるので，どの

資料を救助し，それがどこに排架されているのかをわかりやすく示すこと

が非常に重要である。
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♦ 非常時対応チームの結成と訓練。対応チームには，図書館の近隣に居住

する職員のボランティアも含まれる。非常時対応チームは被災場所から資

料を運び出す訓練を行い，自信をもって救助対応の決定ができるようにし

ておく。非常時対応チームのメンバーは防災講習会に必ず参加しなければ

ならない。防災講習会では，模擬災害を通じて各種の技術訓練ができる。

♦ 資料救助の指針。指針は資料救助の全過程を対象にした，手順を追った

細部にわたるものが望ましい。その内容は起こりうるさまざまな災害（ 例

えば，屋根や配管からの水漏れ，洪水，火災など）を想定し， 図書館の蔵

書に含まれるあらゆる媒体（図書と雑誌， 手稿と記録史料， 塗工紙ででき

た資料と非塗工紙でできた資料，録音資料， 写真，電子媒体など）を対象

とする。

♦ 復旧活動の指針。長期にわたる復旧活動を想定して，資料の同定，ラベ

ル貼り，煙の臭いや煤の除去，クリーニング，並び替えと再排架，修復，

再製本など，各作業の指針を定めておく。

被災資料が大量になる場合は，外部機関と協力，あるいは委託をして復旧活

動を行う。このため， 以下の点についてもあらかじめ想定して備える必要があ

(訳注６)る。

♦ 連絡が必要となる外部機関・業者のリスト，および非常時における責任

者の氏名，住所，自宅と職場の電話番号の一覧。

♦ 被災資料の搬出前に，資料の記録をとって梱包するための場所。

♦ 仮排架を行う作業者用の場所と資材を置いておくための場所。

♦ 地域内にある冷凍設備を備えた施設との契約。

♦ 真空乾燥処置を行う機関との契約。

♦ 運送業者の手配。

♦ 運搬，クリーニング，並べ替えに必要な備品。

♦ 救助活動に必要な記録用紙。用紙は複数用意しておく。蔵書点検表，梱

包リスト，注文書など。

♦ 財源の確保に役立つ情報。災害復旧活動に活用できる基金の内容，およ

び基金への申請と承認の手続方法。

♦ 保険に関する情報。保険の適用範囲，請求の手続方法，記録の要件，被

災場所へ立入る職員やボランティアへの制限，国や地方自治体からの災害

復旧活動に対する支援情報。
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第４項 対処

♦ あらかじめ定められた非常時の対応手順に従い警報を発し，人を避難さ

せ，被災場所から危険を取り除く。

♦ 災害対応チームの責任者に連絡をとり，災害の概要を伝え，災害対応チ

ームに指示をあたえる。

♦ 立入りの許可がおりたら被災場所に戻り，被害の程度，今後の処置のた

めに必要な設備・備品・人力を大まかに見積もる。

♦ カビの発生を防ぐ必要があるならば，被災場所の環境を整える。

♦ 保険請求のために被災した資料の写真を撮る。

♦ 処置のための場所を設定する。冷凍処置をする資料の搬出に先立ち資料

の記録をとって梱包する場所，少しだけ水で湿った資料を空気乾燥させる

場所，簡易な手当てをする場所などを設定する。

♦ 水に濡れた資料を最も近い冷凍設備のある施設へ運びこむ。

１ 水に濡れた資料の乾燥

防災計画の準備の一環として，資料の種類に対応したさまざまな乾燥法をよ

く理解しておくことが非常に重要である。図書館における資料の乾燥には次の

ような方法があるが，それぞれに一長一短がある。

♦ 空気による乾燥


♦ 除湿器による乾燥


♦ 凍結乾燥


♦ 真空熱乾燥


♦ 真空凍結乾燥


重要な判断を下すのに，ある程度の時間が必要ならば，変形や生物被害を抑

えるために，紙でできた資料は冷凍しておく。

２ 空気乾燥

空気乾燥は湿った資料を乾燥させる最も単純な方法である。ただし，ひどく

濡れてしまった資料には適用できない。
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湿った図書は，地を下にして立て，ページを少し開いて弱い風をあてるとよ

い。場合によっては，吸取り紙をページの間にはさむ。この方法は効果的で，

高価な設備や資材を必要としない（ 送風機と吸取り紙があればよい）。しかし，

労働集約的で，時間がかかり，また紙の表面にゆがみが残ることが多い。

第５項 復旧

♦ どの資料から専門的な修復保存処置をするか，優先順位を決める。資料

をクリーニングし修復するためにどの方法が最も適しているか，修復保存

技術者と相談して決める。その際，費用も見積もってもらう。

♦ 被災資料の数が多い場合には，段階的保存プログラムを策定する。

♦ 被災資料を，廃棄するもの，取り替えるもの，再製本するもの，専門的

な修復処置をするものとに分ける。

♦ 被災場所を清掃し，環境を整え，被災前の状態に戻す。

♦ 被災場所が回復したら，処置のすんだ資料を再排架する。

♦ 災害を振り返り，分析し，得られた経験を踏まえて防災計画を改善する。

被災時に一時的な保管場所やその他のサービスを提供してもらえないかど

うか自治体や議会に相談してみることも大切である。地域のほかの図書館， 博

物館，美術館などと協力できれば，時間，資金，資源の節約になる。

――――――――――― 

訳注

(6) この一文は訳者側で補った。
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温度，湿度， 光， 大気汚染物質，塵埃などの粒子状の汚染物質はすべて，資

料に劣化反応を引き起こす環境要因となる。それぞれがどのような化学的， 物

理的，生物学的反応を引き起こすかは，資料がどのような素材でできているか

によって異なる。

相対湿度

相対湿度は，ある空気の水蒸気圧と，その空気が同じ温度にある時の飽和水

蒸気圧との比（百分率） で表される。相対湿度はわかりにくい概念である。以

下にその考え方を説明する。

絶対湿度は，標準気圧下にある空気１m3に含まれる水分を抽出し，重さを

量ることにより得られる。空気１m3あたりに含まれる水分量で表す（g/m3）。

図の湿り空気線図は，ある温度において，１m3の空気が含みうる水蒸気の

最大値を示している。空気の温度が上がるにつれ， その空気が含みうる水蒸気

の量も増えることがわかる。

例えば，温度10℃において空気は水蒸気を９gまでしか含むことができない。

このように空気がその絶対湿度の最大値にある状態を飽和という。20℃での飽

和点は17g/m3である。

（飽和）

絶

対

湿

度

（g/m3）


乾 球 温 度 （℃） 

図 湿り空気線図
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あらゆる種類の図書館資料に適

した理想的なひとつの状態（あ

るひとつの温度と湿度）という

ものはない。 

したがって，もし閉じられた容器１m3の空気が温度20℃で，９gの水蒸気を

含んでいるなら，その絶対湿度は９g/m3となる。例えばここで３gの水をその

容器に加えたなら，加えられた水は蒸発し，容器内の空気の絶対湿度は12g/m3 

に上がる。さらに８gの水を容器内に加えたなら，５gが蒸発し，３gは液体の

水として容器の底に残留する。なぜなら20℃における空気は水蒸気を17g/m3 

までしか含むことができないからである。

水蒸気９gを含んだ容器内の空気の相対湿度は次のようになる。

ある空気の絶対湿度 9 0.53 53%　または　　　＝　　　＝　　
おける絶対湿度ある空気の飽和状態に 17 

相対湿度は温度により変化する。余分な水分が加えられない限り，温度が上

昇するにつれその相対湿度は低下する。

したがって，容器内の空気の温度が20℃から25℃に上昇するに従い，――湿

り空気線図が示すように25℃における１m3の空気は23gの水蒸気を含むこと

ができる――その相対湿度は低下する。

9 0.39 　または　　　　＝　　　 %39 
23 

逆に温度が20℃から15℃に下がったなら，水分がまったく加えられなくて

も，その相対湿度は上昇する。なぜなら15℃において１m3の空気は水蒸気を

12.5gまでしか含むことができないからである。

72.0 %72 　
9 

　または　　　＝　　
12.5

もし９℃まで冷やされたなら，空気中の水蒸気は飽和状態になり，相対湿度

は100％となる。さらに温度が下げられたなら，容器内の壁には水滴が生じる。

なぜなら， 空気は水分を凝結させて放出せざるをえないからである。最初に結

露が生じる温度を露点という。空気が飽和に達する温度でもある。

冬季，室内の循環する空気は，冷たい窓ガラス付近では露点以下に冷やされ

る。窓ガラスに結露が生じるのはこのためである。

第１節 温度と相対湿度

温度と湿度を考える時には，次に述べる点を常に頭に入れておく必要がある。

♦ 温度と湿度に関してまず最初に理解しておかなければならないことは，

あらゆる種類の図書館資料に適した理想的なひとつの状態（あるひとつの

温度と湿度）というものはない，ということである。資料やものの変化を
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化学反応においては触媒とな

温度や湿度が上がると有機物の

化学反応は促進される。湿気は

り，温度の上昇により反応速度

も加速される。

できるだけ最小にする，ある値と幅があるだけである。ある資料にとって

は問題がない温度または湿度が，ほかの資料にとっては危険であったりす

る。例えば，写真フィルム， 磁気レコード， 電子資料の媒体は， 媒体とし

ての保存性を考えると，低温低湿が望ましい。一方， パーチメントやベラ

ムを用いている資料がその柔軟性を保つには，相対湿度を 50％以上に保

つことが望ましい。

♦ 紙の化学的安定性と物理的形態を長期にわたり保持するには，常に低温

低湿（ 温度 10℃以下， 相対湿度 30～40％） のもとに保管するのが望まし

い。これは多くの科学的根拠が示す通りである。

♦ 図書の中身が紙でできていて表紙が革またはベラムで装丁されている図

書は，低湿度のもとで保管するのがよいが，装丁自体は必然的に傷むこと

になる。なぜなら，通常， 革やベラムがその機能性を保つためには少なく

とも相対湿度 50％以上が望ましいからである。そこで，各コレクション

に最適な温度と湿度の範囲を決める場合には，

化学的損傷 vs 物理的損傷


 または 


   中身 vs 装丁


という観点から，慎重に検討しなければならない。


１ 温度の影響

♦ 一般に，温度が 10℃上がるごとに，図書や雑誌，文書といったこれまで

の図書館・文書館資料の化学的劣化の速度は２倍になるといわれている。

逆に温度が 10℃下がるごとに劣化速度は半分になる。

♦ 高温で低湿な状態は，次のようなものの乾燥と脆弱化を引き起こす。

――革，パーチメント，ベラム，紙，接着剤，オーディオカセットテー

プやビデオカセットテープのバインダーなど。

♦ 高温で高湿な状態は，カビの生育を促し，虫や有害小動物の温床となる。

♦ 低温（温度 10℃以下）で高湿かつ空気の流れが悪い状態では，湿気が高

くなり，ついにはカビが発生する。

２ 湿度の影響

有機物には吸湿性がある。周囲の湿度変化により資料は水を吸ったり，吐い

たりする。その結果， 資料そのものの含水率が変化し， 資料が膨張または収縮

する。

♦ 相対湿度 55～65％は，資料が柔軟性を保つことができる湿度範囲であり， 
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温度や湿度の激しい変動や変化

の繰り返しは，資料が絶えず利

用されることよりも，大きなダ

メージを資料にあたえるので避

けなければならない。 

物理的劣化が最も少なくてすむ。

♦ 常に相対湿度 65％以上のもとに資料を長期間放置しておくと，資料（現

代のものであれ，昔のものであれ）に使われている接着剤が軟化し， つい

には接着力が失われてしまう。

♦ 70％以上だと，低温であっても生物被害の危険性が高くなる。空気の循

環が乏しい場所では相対湿度 60％を超えてはならない。空気の循環がよ

くてもカビを生やさないためには 65％ を超えてはならない。

♦ 低湿度(相対湿度 40％以下)では，資料の化学的劣化は最小限に抑えられ

るが，収縮，硬化，ひび割れが起こり，資料が壊れやすくなる。

３ 温度と湿度の変化の影響

♦ これまで述べてきたように，室内の水分量が一定ならば，室温が急に下

がると湿度が急激に上昇し，結露が生じる。場合によってはカビが発生し

たり，過剰な水分により別な問題が引き起こされたりする。

♦ 長時間かけてゆっくりと温湿度が変化すれば，資料が無理に膨張したり

収縮したりしないため，資料への負担が少ない。

♦ 温湿度の変化が短時間に起こると，有機物でできた資料の寸法，物理的

性質に影響を及ぼし，劣化を引き起こす。

♦ 目に見える被害としてはインクの剥げ落ち，表紙の反り返り，写真の乳

剤層のひび割れがある。

４ 温度と湿度の測定と記録

すべての場所の状態を温湿度記録計あるいは電子式の自記温湿計により測

定し，記録する。温湿度計は信頼のおけるものを，定期的に調整して使用する。

現在の環境を測定することは大変重要である。それによって， どのような環境

管理が必要かを把握したり， 使用している機器類が正しく作動し要求された状

態をつくりだしているかを知ることができる。

測定機器が温湿度の著しい変化を示した時は，正しい処置が即座に取れるよ

うに責任者へ報告しなければならない。

５ 望ましい温度と湿度

♦ 一般に，図書館資料を保管・利用する環境は，暑過ぎず寒過ぎず，湿度

が高過ぎることも低過ぎることもないような安定した状態がよい。
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書庫の温度が閲覧室の温度より

極端に低い場合は，結露や変形

を避けるために，資料をいった

ん中継室に放置し，新しい環境

に慣らす必要がある 

♦ 「理想的」な温度と湿度の値を保つためにこれまで多くの試みが行われ

てきた。しかし現在では，特に大幅な温度変化がある地域において， 莫大

な費用をかけて建物や書庫内の温度を年間通して一定の状態に保つよう

な方法は，現実的でないと考えられている。

♦ もし温度が 20℃以上に上昇した場合は，湿度が望ましい水準を超えたり， 

低くなり過ぎたりしないようにすることが非常に重要である。

♦ 建物内での室温は，座って作業を行う人間が心地よいと感じる程度の，

大体 20～22℃に保たれている。人間は温度変化には敏感であるが，湿度

の変化にはそれほどでもない。一方，図書館資料はその逆である。

湿度を保つといっても常に妥協が必要であるし，またいくつかの要因に大き

く左右される。

♦ コレクションの素材が持つ性質

♦ 地域的な気候条件

♦ 環境を管理するための財源

これらを考慮すると以下の制限範囲が見えてくる。


♦ 資料が柔軟性を維持するのに必要な水準


♦ 資料の劣化速度を抑制したり，虫やカビの発生を抑えることができる水

準

♦ 寒冷時に結露が生じ，建物に構造的損害をあたえないであろう水準

６ 地域的な気候条件による湿度の影響

♦ 年間を通して湿度が相対湿度 65％より下がることがない地域，あるいは

より高湿度の期間が長い地域では，多額の費用をかけて一年中昼夜を通し

て空調整備を行わない限り，相対湿度を 65％以下に保つことは現実的で

はない。このような地域では，カビを発生させないように十分に空気を循

環させることが不可欠である。

♦ 湿度がめったに相対湿度 45％以上にならないような乾燥地域では，多額

の費用がかからない限り，できるだけ 40～45％の間に調整すべきである。

ここでも大切なのは，湿度の変動を避け， 温度を下げることである。また

パーチメントや革のような特別な素材は，相対湿度が 45％以下に下がら

ないように調整した場所に保管しておく。

♦ 暖かい夏と寒い冬がある温暖な地域は，乾燥気候や湿潤気候の地域より
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も湿度の調整がかえって難しい。夏の湿度は許容範囲であるが，冬にセン

トラルヒーティング設備を利用している場合，昼間は乾燥して暖かいが，

暖房が止められる夜間には冷えて湿度が高くなる。このような湿度の変動

は年間を通した一定の変動よりもかなり大きな損害を資料に及ぼす。

♦ 米国北部や，カナダ，欧州東部では結露を生じさせることなく相対湿度

を 50％に保つことは大変難しい。ある施設では冬に向けてだんだんと室

内の湿度を下げ，一方，夏に向けては上げることにより資料を季節ごとに

順応させている。

第２節 大気汚染と粒子状汚染物質

都市化や工業化により大気汚染が広がりつつあり，紙やその他の有機物の劣

化原因のひとつとなっている。実際， 大気汚染物質は， ガスから塵や埃のよう

な粒子状のものまでさまざまである。

１ ガス状汚染物質

ガス状汚染物質は燃料の燃焼によるものがほとんどである。二酸化硫黄，硫

化水素， 二酸化窒素は空気中の水分と結合して図書館資料に有害な酸を形成す

る。オゾンはあらゆる有機物に甚大な損害をあたえる強力な酸化物である。オ

ゾンは自動車の排気ガスに含まれる二酸化窒素と太陽光により発生する。また

複写機やエアコンに使用されている静電気フィルターからも発生する。

喫煙，料理，化学的に不安定な物質（ セルロースナイトレート・ベースフィ

ルム，塗料， 防火材，接着剤）から生じるガスもまた有害な汚染物質を生み出

す。木材，とりわけオーク， カバ，ブナは酢酸やその他の酸を放出する。加硫

ゴムは揮発性の硫化物を放出し，写真に対して特に悪影響を及ぼす。

資料の保管，運搬，展示に使用されるすべての備品，材料，仕上げ材から有

害なガスが排出される可能性がないか，その組成を確実な方法で確かめなけれ

ばならない。

２ 粒子状汚染物質

煤，塵，埃のような粒子状の汚染物質は資料を磨耗させ，汚し，変質させる。

塵や埃は図書館資料につくと空気中のガス状汚染物質を吸収し， 有害な化学変

化の土台となる。さらに粒子状汚染物質はカビの原因にもなる。磁気記録媒体

や光記録媒体のような図書館の現代的資料は，塵や埃に対し大変敏感である。

一般に埃は，人間の皮膚や，鉱物，植物，布繊維，産業排気ガス，指紋の脂， 
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照度は，

書庫，閲覧室，展示室における

実際に可能な範囲内で， 

できるだけ低く抑える。 

蛍光灯には紫外線除去フィルタ

ーを取りつける。フィルターの

有効期間は数年なので，定期的

に点検する。 

その他の有機物･無機物の混合物である。埃はしばしば，塩化ナトリウムのよ

うな塩類（潮風に含まれて， あるいは人間の皮膚片に付着して） や， 鋭利なザ

ラつきのある珪素化合物を含んでいる。こうした化合物には無数のカビや， 埃

の中の有機物（例えば指紋の脂は恰好の培養体といえる）を食物とする有機微

生物の胞子が含まれている。埃の多くは吸湿性（ 親水性） なので， 塩類による

腐食，加水分解，酸の放出とともにカビの成長を促す。

第３節 光

光はエネルギーであり，エネルギーは化学反応に必要なものである。あらゆ

る波長の光 ――可視光線， 赤外線， 紫外線――は有機物を酸化させ化学変化を

促進する。高いエネルギーを持つ紫外線が最も有害である。しかしすべての光，

特に大気汚染物質とともに存在する光は，セルロース，接着剤，布，革を傷め， 

脆くする。光はある種の紙の脱色を， また別種の紙では黄変， 黒変を引き起こ

す。さらにインクや色材の退色や変色を引き起こし，文書，写真，美術作品，

装丁の見栄えを悪くし， 判読を難しくする。以下に述べるような，光が原因と

なる劣化に関する事項は，図書館資料の保存に責任あるすべての人が知ってお

くべき事柄である。

♦ 光にさらされることにより引き起こされる化学変化は，光に照らすこと

をやめても，また資料が暗い場所に移されても続く。

♦ 光による被害は不可逆的である。

♦ 光による影響は蓄積する。短時間強い光にさらされて受ける被害と長時

間弱い光にさらされて受ける被害は同程度である。100 ルクス（ルクス＝光

測単位）の光を５時間あてるということは 500 ルクスの光を１時間あてた

のと同じであり，50 ルクスの光を 10 時間あてたのと同じである。

♦ 太陽や白熱電灯からの可視光線や赤外線は熱を生み出す。温度の上昇は

化学変化を促進し，湿度にも影響をあたえる。

♦ 日中の太陽光線は紫外線を最も多く含むので，紫外線を除去する必要が

ある。

１ 照明の種類

白熱灯

電灯としては最も一般的なものである。細いタングステンワイヤーフィラメ

ントに電流が流れることで発光する。蛍光灯に比べると有害な紫外線を少量し

か含まないが， 赤外線を含むために熱を多量に発生する。またタングステン白
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書庫の明かりは使われていない

時は必ず消しておく。 

熱灯は蛍光灯に比べて寿命が短く，交換頻度が高い。

タングステンハロゲン灯

クォーツハロゲン灯あるいは単なるハロゲン灯として知られる。細いタング

ステンワイヤーフィラメントに電流が流れることによって発光するが，電球に

ハロゲンガスが充填されているためにフィラメントが高温で発光し， 白熱灯よ

りもより「白い」光が出て， 効率もよい。寿命は白熱灯の３～５倍あるが，紫

外線も３～５ 倍多く放射される。

蛍光灯

低圧水銀を利用した放電灯である。放電により発生した電子が水銀原子にあ

たると紫外線が発生する。この紫外線が電灯管の内側に塗られた蛍光被膜にあ

たり，蛍光物質を次々に励起させ， 可視光が放射される。さまざまな蛍光物質

の利用によりいろいろな色の光がつくりだせる。蛍光灯は紫外線含有量は高い

が，熱を多量に発生せず，低コストなため多くの図書館で使用されている。

２ 照度と紫外線の測定

季節によって計測結果が異なるため，１ 年を通して違った時期に明るさと紫

外線レベルを計測し記録する必要がある。

照度計はルクス（ルーメン／平方メートル）という単位で可視光線の強さを

測る。照度計が組み込まれたカメラを利用しても間接的に照度を測ることがで

きる。

紫外線測定器は紫外線（波長400ナノメートル未満）の量を， ルーメンあた

りに何マイクロワットの紫外線が含まれるかという単位で測定する。

３ 望ましい照度

博物館，美術館，展示会場の照明は専門家によって設営されるのが普通であ

る。図書館の閲覧室と書庫の照明も同様にすべきである。200～300 ルクスが

閲覧室で容認できる明るさの範囲だとしても，職員と研究者を満足させるこの

明るさを自然光と人工照明によりつくりだすのは難しい。書庫は50～200ルク

スで十分である。しかし，この程度の照度にするにはすべての自然光を遮断し

て人工照明に完全に頼らなければならない。

１ルーメンあたり75マイクロワット以上の紫外線放射をともなう光源には

紫外線除去フィルターが必要である。
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４ 展示資料に対する照度

展示資料の表面に降り注ぐ光の照度は低く抑えなければならない。

染色された紙， 新聞紙，特定の装丁（例えば布地の表紙）や，手書き原稿や

水性インクなどの，光に対して敏感な素材や色材を使用した資料は，50～70 

ルクス以下で１日あたり最長８時間，日数は最長でも60～90日間の展示が望ま

しい。

第４節 カビ

空気中やものの上には，カビの原因となる菌の胞子が常に存在し，条件が整

えば場所を問わず生育する。一般に，湿気があって（ 相対湿度65％以上），暗

く，空気の流れが悪いところがカビの生育にとって理想的な環境である。温暖

であることはカビの生育の一要因だが，カビやバクテリアの中には低温下でも

繁殖するものがある（冷蔵庫の中でどのようなことが起こるかを考えてみると

よい）。

紙や写真資料は，カビによって脆くなったり，しみがついたり，変形したり

する｡一般に変色はカビが紙に含まれる微量元素に反応して生じるのではない

かと考えられている。布，革，ベラム，そして一部の接着剤もまたカビの影響

を受ける。

１ カビへの注意

♦ カビが生きているか死んでいるかは目で見て点検することができる。一

般に，活性カビは湿ってヌルヌルし，触れると汚れるが，不活性カビは乾

燥して粉っぽく，柔らかいブラシでこすり落とすことができる。

♦ コレクションの中でカビが広範囲に発生しているのが発見されたら，そ

の部分を即座に隔離し，菌の専門家に相談して有毒な菌が存在しないかど

うか確認した後に除去する。図書館でよく見られるカビの中には，頭痛，

吐き気，目や皮膚の炎症，呼吸困難といった深刻な健康被害をもたらすも

のがある。

♦ カビの被害を受けた資料を処置したり，被害を受けた場所を資料の収蔵

に適した状態へ回復させるには，修復保存専門家に依頼するか，少なくと

も修復保存専門家に相談し助言を得なければならない。

♦ 数点の資料が被害を受けただけであるなら，処置を施すまで，乾燥した
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ける。 

カビの発生した資料を取り扱う

時は，使い捨ての手袋と呼吸マ

スク，防御服をいつでも身につ

とは環境を管理することであ

る。 

カビの発生防止で最も重要なこ

紙製の箱に入れておく。できればシリカゲルのような乾燥剤を入れておく。

こうした容器に入れることにより，カビの胞子が拡散するのを防ぐことが

できる。プラスチック容器のようなきっちりと密閉された環境のもとでは

カビの生育が促進されることがあるが，紙製の箱ではそうしたことも生じ

ない。

♦ あるいは，被害を受けた資料を相対湿度 45％以下の清潔な場所に移して

他のコレクションから隔離し，乾燥させるのもよい。

♦ すぐに乾燥できない場合や多くの資料が濡れている場合には，まず資料

を凍らせる。そうすれば，後に小分けにして解凍し，乾燥させ， クリーニ

ングすることができる。または，凍結乾燥させた後にクリーニングしても

よい。

♦ 乾燥後の資料はクリーニングし，適切な環境下で保管する。たとえクリ

ーニングした後であっても，菌が残っていることがあるため，保管環境を

整えることは重要である。

２ 被害資料のクリーニング

♦ カビの発生が小規模で，十分な処置用具が整っていない場合には，次の

ようにしてカビを除去する。穏やかに晴れた温暖な日に資料を建物から十

分に離れたところに持ち出し，柔らかな白いブラシを用いて，自分に降り

かからないように風下に向けてカビを払い落とす。

♦ 0.3 ミクロン以上の粒子の 99.97 パーセントを捕らえることができる

HEPA フィルター（集塵効率の高い高性能フィルター）を装着した電気

掃除機を用いてカビを除去する。通常の電気掃除機は，吸引力が強過ぎた

り，中の紙パックが充満されるにつれて吸引効率が低下するなどの欠点が

ある。また，紙パックでは捕らえられない微粒子によって排気が汚染され，

部屋中に粒子がばらまかれてしまうこともある。HEPA フィルターを装

着した電気掃除機は，カビ胞子をまき散らすことがないため，カビ除去に

効果的である。水を通して空気を濾過するタイプの電気掃除機は，カビの

微粒子をつかまえるのには適していない。たとえ殺菌剤を水の中に入れて

おいても，それによってカビの粒子が空気中に排出されなくなるわけでは

ない。

処置を施すことで生きたカビを殺すことができても，比較的丈夫な細胞壁に

守られた休止状態のカビ胞子にはほとんど効果がない。しかし， 環境を適切に

整えれば， 不活性な菌はそのまま活動せず，また偶然に入り込んでくる生きた

胞子も生育しない。一方，菌の活動に好ましい環境であれば，カビが発生する。
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ってもカビの再発生は防げな

い。 

今日では，カビに対する燻蒸処

理は勧められない。燻蒸剤は人

体に有害だし，資料には燻蒸剤

が残留する。また燻蒸処理によ

たとえ一度は完全に根絶やしにすることが可能だとしても，環境管理を行わな

い限り， 永続的な解決策にはならない。胞子が常に入り込んできて， 早晩問題

となろう。

♦ 屋外でカビを除去することが不可能ならば，扇風機をあてて，カビを含

んだ空気を窓から吹き出すようにして作業するとよい。あるいは換気装置

のもとで作業するのもよい。ただし，カビを捕捉するためにフィルターが

ついた換気装置を用いるようにする。また， カビの除去作業は， 資料の収

蔵場所や人から十分に離れたところで行うようにする。部屋は閉切る。建

物が全館空調を行っている場合には，通風孔をふさぎ，カビ胞子が空調シ

ステムを通じて建物内に広がらないようにする。掃除機の紙パックやフィ

ルターのような清掃用具を処分する時も注意を要する。プラスチックの袋

に入れ，しっかり封をして，建物の外に出す。

♦ 不活性なカビを紙や図書から取り除くには，多重フィルター付きの電気

掃除機を使用する（前述参照）。この時コンピュータを掃除する際に使う

ような小さなブラシとノズルが役に立つ。一枚ものの紙資料に掃除機を用

いる時は，資料の上にプラスチック製の網をかぶせて，周辺を重しで押さ

えて動かないようにし，網の上から掃除機をかける。図書の場合は掃除機

のノズルの先にブラシを取り付けるとよい。ノズルやブラシを寒冷紗や目

の細かい，網で覆えば，分離した資料の破片を失わずにすむ｡生きたカビ

は柔らかくつぶれて汚れになりやすい。また，紙や布のような多孔性の素

材に対してはこすられて孔の中に入り込みやすいので留意する。

♦ 貴重資料から生きたカビを除去する時は， 小型の低圧掃除機を利用する。

細心の注意を要する作業なので，修復保存の専門家が行うのがよい。

♦ 成長しつつあるカビが美術作品や貴重資料に見てとれたら，修復保存専

門家が除去する。カビのしみは除去できることが多い。また除去できなく

とも，しみを薄くすることはできる。しかし，費用がかかる処置なので，

対象は特別に貴重な資料になろう。

３ 被害場所の処置

♦ まずカビの発生原因をみつけることが重要である。

♦ カビが発生した部屋は乾燥させ，徹底的に清掃した後に，カビの被害を

受けた資料を部屋に戻す。相当な範囲にわたってカビが発生した場合には， 

除湿乾燥や建物の清掃を行う専門業者に連絡する。

♦ 相対湿度が 55％以上なら，コレクションを戻す前に，湿度を下げなけれ

ばならない。冷暖房空調システムを調整し，ポータブル除湿器を加えれば
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十分である。また，水漏れや外に面した壁の結露も点検する。菌が繁殖し

やすい冷暖房システムあるいは空調システムの熱交換コイルは点検し，家

庭用の消毒剤で掃除する。

♦ HEPA フィルター付きの掃除機で書架や床を掃除し，家庭用消毒剤で拭

き取る。クリーニングした資料を戻す前に，数週間程度， 相対湿度を監視

し，55％を超えないことを確認する。

♦ 資料を戻した後も，新たなカビが発生していないか毎日点検する。

４ カビの発生防止

♦ 新たに受け入れるコレクションや送付されてきた資料は，カビが発生し

ていないかどうか点検する。

♦ 適切な温湿度を維持する（温度 20℃， 相対湿度 65％以下）。

♦ 空気を循環させる。

♦ 定期的に掃除機で清掃する。

♦ 外壁に直に接する場所には図書を排架しない。なぜなら，壁の内側と外

側の温湿度の差により，壁面が湿っぽくなる場合がある。壁ぎわの空気を

循環させれば，この湿気を気化させ，取り除くことができる。

♦ 建物の中に植物を入れてはいけない｡ 

♦ 地下の床と壁は防水仕様にする。

♦ 雨どいや排水管を設置して，外壁のそばに水がたまるのを防ぐ。雨どい

や排水管が詰まらないように定期的に点検する。

♦ 芝生への散水用スプリンクラーは，水で外壁が濡れないように配置する。

♦ コレクションにカビが発生していないかどうか定期的に点検し，被害が

深刻になる前に発見するようにする。

第５節 害虫と有害小動物

１ 害虫

世界中の図書館・文書館に被害をあたえている最も一般的な害虫は，ゴキブ

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則



第３章 保存環境 40 

リ，シミ（紙魚）， チャタテムシ，シバンムシ，シロアリである。

♦ 紙，糊，膠，ゼラチン状のサイズ剤，革，布などの有機物を餌とする。

鳥の巣も害虫にとっては格好の餌の源であり，鳥の糞には腐食性がある。

♦ 害虫は，温暖で暗く，湿潤，不潔で通気性の悪い場所を好む。

♦ 害虫による被害は不可逆的であることが多い。例えば，虫食いによって

失われたテキストや画像，また紙や写真の穴は復元できない。

♦ シロアリは建物やコレクションを壊滅させてしまうことがある。

２ 有害小動物

ネズミなどの齧歯（げっし） 類動物はコレクションを破壊してしまうことが

ある。

♦ 図書を破壊して，紙を巣づくりに使うことがある。

♦ 絶縁線をかじって火災を引き起こすことがある。

♦ 歯で図書館の家具備品類を傷つけることがある。

♦ 糞には腐食性があり，また，しみとなって跡が残る場合がある。

３ 被害資料の処置

♦ より毒性が低い処置法が別にないかどうか常に考える。例えば，ひと箱

程度の量の図書がシミの被害を受けた時には，化学的な処置を行わず，電

気掃除機と柔らかいブラシを使って手でクリーニングすればよい。害虫が

活動しているかどうかわからなければ，資料をクリーニングし，袋に密封

し，害虫の新しい活動の痕跡がないかどうか時間をおいて確かめる。新規

受入資料や害虫被害を受けている可能性がある資料は，コレクションから

必ず隔離する。

♦ 毒性が最も低い処置方法は環境に対し悪い影響が少ないだけでなく，多

くの資料群にとって，信頼できる唯一の処置方法でもある。

・ たいていの燻蒸剤は，少なくとも数種類の物質に対して，その長期保

存に悪影響を及ぼすと考えられている。

・ あらゆる資料群に対して安全とされている燻蒸剤はない。水やオイル

をベースにしたスプレーの使用により，損傷を受ける資料がある。

・ 燻蒸しても，燻蒸後に生じる害虫被害を防ぐことができるわけではな

い。
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♦ 処置後には，新たな被害がもたらされることのないように，防止策を講

じることが重要である。例えば，新規受入コレクション（ ＝害虫被害を受

けている可能性があるコレクション）は既存の蔵書とは分離する。特に害

虫の活動痕があるコレクションは完全に隔離し，クリーニングする。また， 

保管環境を整える。

殺虫のための化学的な燻蒸処理の替わりに，低温処理を選択する機関がある。

温度を－35℃以下に急速に低下させ， 数日間その状態を維持することにより，

どの生育段階にあるどの昆虫であっても， たいてい殺虫することができる。害

虫管理に適した業務用冷凍庫もあるが，中には十分な速度で温度を下げられな

いものもある。温度の低下が緩慢である場合には，「仮死」に似た状態になっ

て生き延びる昆虫がある。当然のことながら，資料が低温により損傷すること

がないように留意し，また，結露に注意することも大切である。

４ 害虫と有害小動物の被害防止

現在では，あらゆる資料保存プログラムにおいて，総合的害虫管理（IPM） 

を取り入れる必要があると理解されるようになっている。総合的害虫管理プロ

グラムとは，具体的には次のようなものである。

♦ 建物内に害虫や有害小動物がいないかどうか，定期的に観察する。

♦ 清掃員から司書にいたるまですべての職員が，真新しい害虫被害痕や害

虫の活動痕に注意を向け，発見したら報告するようにする。

♦ 新規受入資料はどれも図書館内に入れる前に点検する。

♦ 粘着性のトラップ（わな）を用いる。このトラップには，次のような利

点がある。昆虫が人の目に触れる前に捕獲することができ，しかも広範囲

の昆虫を捕獲する。人の目で点検することが難しいところにも仕掛けるこ

とができる。トラップに捕まった昆虫の種類と数を確認できる。トラップ

は，その設置区画における昆虫数の増加を示すよい指標となり，環境管理

の失敗を浮き彫りにしてくれる。

♦ 生物学や虫・小動物の生態への理解を深めれば，害虫や有害小動物がい

つどこで繁殖するのか，何を食べるのか，どこに住み着くのかといったこ

とを推測するのに役立つ。

♦ 被害のもととなりそうなものはすべて取り除くか，抑制する。――理想的

には，構内で飲食をせず，建物内に植物を入れないことが望ましい。

♦ 清潔で，涼しく，乾燥しており，通気性のよい環境を維持し，害虫や有

害小動物を導き入れない。
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♦ 害虫や有害小動物が建物内に入らないようにする。――ドアはきっちりと

閉め，窓やドアには網戸を取りつける。

♦ 外灯には，ナトリウム灯などの，虫を寄せ付けないものを使用する。

♦ 清掃衛生プログラムを導入する。――ゴミは安全， 適切に処分する。屋根

裏部屋や地下室は定期的に点検し，清掃する。

第６節 環境を改善する

あるコレクションまたはある特定の個別の資料を半永久的に維持するため

には，そうした資料が保管されている場所の環境に細心の注意を払う必要があ

る。理想的な環境を整えるには，温湿度を管理し， きれいな空気を十分に循環

させ，光源を管理し，生物が侵入できないようにすることが必要である。また， 

きちんとした清掃を行い，セキュリティ管理をし， 火災，水害， その他の災害

から資料を守る対策をとることが重要である。

図書館の建物は，資料保存という観点から必要なことにも，可能な限り配慮

して設計すべきである。「資料保存」への配慮は，設計の多くの面に影響をあ

たえる。例えば， 建物のデザインや配置， 建材（外部環境によっては，適切な

建材を利用すれば，空調システムを使用するよりも，むしろ十分な内部環境を

実現できる）， 内装や仕上げに使われる材料，書架や照明器具を含む家具類に

使われる自然の，あるいは人工の材料などに配慮する。

亜熱帯や熱帯の地域においては，その土地固有の，もしくは伝統的な建築方

法や建材のほうが，輸入されたものよりも，図書館資料にとってよりよい書庫

環境を生み出している場合がよくある。

厳しい温湿度管理を必要とする資料に適した密閉できる部屋を施設内に設

けることを考慮したい。

１ 環境を改善する実際的な方法

多くの場所に冷暖房空調システムを導入し，維持管理していくことはあまり

に費用がかかり難しいかもしれない。場合によっては特定のコレクションにの

み限定して導入せざるをえないだろう。とはいえ， 図書館の環境を改善し， 資

料を守るための初歩的な方法や予防策はほかにも数多くある。

環境を改善するにあたり，まず取り組むべきことは建物の密閉性である。こ

れだけで， 外気の侵入や害虫の出入り，加熱時や冷却時の損失熱，ガス状ある

いは粒子状の汚染物質を減らすことになり，建物内の物理的状態が改善できる。
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また建物の防水性を高めれば，構造として湿気のもとが減り， 湿度が著しく低

下するだろう。

♦ 隙間をシール材でふさぐことで建物の防水性を高める。

♦ 窓やドアの立て付けがしっかりとしているか確認する。

♦ 送風機や窓を適切に利用し，空気が十分に循環しているか確認する。

♦ 除湿器や加湿器により，湿度を調整する。

♦ 断熱材を利用して，余分な熱の出入りを減らす。

♦ 窓や蛍光灯には紫外線除去フィルターを取りつける。

♦ ロールスクリーンやブラインド，シャッター（シャッターは太陽熱を吸

収してくれるので，できたら窓の外側に取りつける），厚めのカーテンな

どにより直射日光を防止する。

♦ 書庫や書架のある場所は暗所になっているかどうか確認する。

♦ 雨季には，湿気が入らないように建物をきちんと点検する。

♦ 重要で価値のある図書館資料を保護するには，資料にぴったり合った保

存容器（箱や封筒）を使用する。保存容器は資料のまわりに小さな環境を

つくりだし，温度や湿度の変化による影響を緩やかにする。また資料への

光を遮断し，大気汚染物質に対する緩衝物となり，粒子状汚染物質の沈着

も防ぐことができる。

♦ 熱帯地域では，建物の外側は光を反射しやすい淡い色のペンキで塗装す

る。

♦ 建物周辺の樹木や植物は熱がたまるのを防いでくれるが，害虫や有害な

小動物の活動を促す。

♦ 配管や暖房用のパイプは蔵書スペース内を避けて，スペースの外を通る

ように配置する。

♦ トイレや流しは蔵書スペース内を避けて，スペースの外に配置する。

２ 冷暖房空調システム（HVAC システム） 

館内に冷暖房空調システムが導入されている場合は，環境管理のために次の

ような調査項目を確認する必要がある。

♦ システムは年間を通して環境が一定の状態になるように制御している

か？
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♦ システムは１日 24 時間を通して一定の状態を保つよう制御しているか？

♦ システムはいつでも設定を変更したり，停止したりできるか？

♦ システムの温度と相対湿度はそれぞれ何℃，何％に設定されているか？

♦ 施設内に温湿度の監視装置が設置されているか？

♦ もしシステムがまったく使えない，あるいは部分的に使えない場合は，

どのように部屋の温度を調整するのか？

♦ もし空調システムがまったく使えない，あるいは部分的に使えない場合

は，どのように部屋の湿度を調整するのか？

♦ どのような種類のエアーフィルターが使われているのか？

♦ 誰がシステムを整備・点検するのか？ またどれくらいの頻度で行うの

か？

３ 清掃

煤塵などの粒子状汚染物質から資料を保護するためには，定期的で継続性の

ある清掃プログラムを，監督者のもとで注意深く実行する。清潔な環境はまた，

カビや虫， 有害な小動物の発生をも妨ぐ。清掃プログラムには， 生物的，化学

的劣化を早期に発見するためだけでなく， 資料の置かれている場所全体の状況

を把握するためにも，資料の点検を盛り込むべきである。

書庫の床や書架の清掃は，蔵書に十分配慮し，資料や書架には触れないとい

う指示のもとなら，専門の職員以外に任せてもよい。図書からはずれたページ

や記録片が床に落ちていた場合は， どこの床に落ちていたかをわかるようにし

ておくことを含め，どのように対応するのか指示しておく。書架にある図書館

資料の清掃は，適当な訓練を受けた職員だけが行う。

汚れや埃をきちんと取り除くことができる適切な用具を使うことが重要で

ある。用具が不適切だと汚れや埃をまき散らすだけである。書架や机用の清掃

布は，微粒子を付着させるタイプのものを選ぶ。そうしないと， 微粒子を別の

場所に広げるだけになる。床は掃くのではなく掃除機などで吸引清掃し，濡れ

たモップで拭く。週に１回清掃する。洗浄剤は毒性がなく，資料に悪い影響を

あたえる揮発性ガスや研磨剤が入っていないものを選ぶ。油や塩素， 硫酸アル

ミニウム，過酸化物，アンモニアを含んだ製品の使用は避ける。
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第１節 資料整理時の留意点

１ 資料への書き込み

目録情報や注記を資料に直接記入する必要がある場合は，柔らかい芯の鉛筆

（硬度Ｂ）を用い，凹んだ跡がつかないように軽く，またできるだけ簡潔かつ

目立たないように書き込む。図書館が書き加えた情報だとわかるように書き込

みは[ ]で囲んで示しておくとよい。

インクによる書き込み（ そしてインクによって偶然ついてしまったしみ）は，

ほとんどの場合，永久的に残ってしまい消すことができない。また多くのイン

クは酸性であり，水溶性のものは水害などで濡れると流れたり滲んだりする。

２ 書架番号（請求記号） 

書架番号等を直接，図書に書き込むことも，接着テープや悪い影響をあたえ

る接着剤のついたラベル用紙にタイピングして資料に貼ることも避けるべき

である。塗料による書き込みは見栄えが悪く，外観を台無しにしてしまう。テ

ープや接着剤は，変色やしみ，あるいは別の劣化原因となる。貴重資料の場合，

書架番号は最初の遊び紙に柔らかい芯の鉛筆で書き込む。

接着剤付きのラベル用紙を使う場合は接着力が長期に持続するか確認する。

接着剤が乾いて接着力がなくなりラベルがめくれたりはがれ落ちたりしない

か，接着剤がしみ出してきてべとつき，ホコリを付着させ，すぐ隣の資料の劣

化原因にならないか， 特に注意したい。ラベルはパーマネントペーパーで作る

のが理想的である。

３ 蔵書票

蔵書票が必要な場合は，リグニンの含有量が低くてアルカリ緩衝剤を含んだ

紙で作成し，安定的で可逆性のある接着剤を使って貼り込む。接着剤は米や小

麦の澱粉糊製またはメチルセルロースが好ましい。あるいはポリエステルフィ

ルムでジャケットカバーを作り，そこに蔵書票を貼ってもよい。同じようにし

て，貸出カード用のポケットを取りつけることができる。なお貴重書は通常貸

出をしてはならない。
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４ 差込み

び目は天または前小口につく

る。 

接着テープやホッチキス， ピン， 

ゼムクリップ，輪ゴムはどのよ

うな図書館資料に対しても使用

すべきでない。資料は無酸の箱

に入れるか，無酸紙で包む。あ

るいは無染色の綿や麻，ポリエ

ステルでできた平紐で縛る。結

背が密着している。 

ホローバック 表紙の背が中

身の背と離れる。 

しおり，切抜き， 押し花といった，酸性の差込まれているものはすべて取り

出し，必要なものかを判断し，記録し，コピーをとる。保存しておくものと判

断した場合は， ポリエステルフィルムに入れて封入をする（ エンキャプシュレ

ーション）。これにより，差込みが原因でしみができたり，酸がページに移行

して劣化を引き起こしたりするのを防止する。

５ 留め具

糊や膠で線状あるいは点状に固定されている資料を引き剥がさない。資料を

利用したりマイクロ化するためにこれを分離しなければならない場合は，修復

保存専門家に相談する。

古くなったホッチキスの針やゼムクリップといった留め具を除去する場合

は細心の注意を払う。サビていたり， 紙の表面に固着していたりするので， 資

料を傷めないようにそっと持ち上げて除去する。紙と接触しているゼムクリッ

プ等の腐食部分を壊しておいてから留め具を除去するようにする。除去する時

は，留め具のついている資料をきちんと机の上に置き， 片方の手で資料が動か

ないようにしっかりと押さえる。机に置かずに片方の手で資料を持ったまま，

もう片方の手で留め具を外したりすると，資料が破れて傷むこともある。

ホッチキス針を外すリムーバーを壊れやすい資料や劣化した資料に対して

使ってはならない。金具周辺の脆くなっている資料部分を傷める恐れがある。

第２節 閲覧室での留意事項

閲覧室には十分な数の職員を配置して，窃盗，資料の切取り，公共物の破壊

行為を防ぐ。

１ 利用時に図書を支える

90 度タイトバック 表紙と中身の ない。通常の図書を開く場合は 120 度以下，堅く製本されている場合は

図書は複雑な部分から構成されており，その開き方はさまざまで，開いた時

の支え方も多様である。水平に 180 度開いても傷まないような図書はほとんど

以下とすることを強く推奨する。考えられているよりもはるかに，図書のつく

りは壊れやすく脆いので，取り扱いに十分注意をする。（例えば革製本のもの

は，）表紙が本体と連結している部分が非常に薄い革でできており大変壊れや

すい。このような図書を利用する場合は必ずきちんと支えをして，表紙が中身

に対して 180 度ひっくり返らないようにする。
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従来型の木製の朗読台や書見台は，図書を急な角度に置いて利用するため，

綴じや表紙と本体の接合部に無理がかかる。このため，やがて接合部が弱り，

最後には破断してしまう。また，このような書見台は利用者にも使いにくい。

壊れやすく貴重な図書には，クリストファー・クラークソン氏が考案した，

発泡プラスチック製支持台（ブック・サポート・システム）を利用するのがよ

いだろう。図書の背がタイトバックでもホローバックでも最適な支えを提供す

る。図書は読書に適したななめ 20 度の角度で支持台の上に置かれる。置かれ

平らな机の上でホローバックの

図書を開かないこと。接合部に

沿って裂けたり，背の真中が裂

ける原因となる。 

ページの始まりの部分で開い

た図書 た図書は 120 度より開かないようになっている。接合部がきちんと支えられ，

布でくるんだ細長い重しでページを押さえておくことができる。ブロックを調

整することにより，読み進んでいっても， 壊れやすい接合部に最適な支えが維

中央部分で開いた図書 持できる。厚い図書の場合も，平らなパッドを付け加えたり， 取り去ったりし

て開く場所により生じる高低差を調整できる。図書を置く台の基礎をつくり，

かつより快適な読書角度をつくるために， 大きな三角柱を両袖の下においても

よい。
終わり部分で開いた図書 

２ 利用者への注意事項

閲覧室には利用者がしてはいけない事柄をはっきりと示す。

♦ 決められた場所を除いて，館内では飲食や喫煙をしない。

♦ 汚れた手で資料に触れない。

♦ どのような種類であってもインクペンを使わない。

♦ 修正液や蛍光ペンを使わない。

♦ 資料に書き込みをしたり，開いたページの上で書き物をしない。

♦ 資料の上に肘をつかない。ブック・サポート・システム（ 支持台） 

♦ 彩色部分や挿絵，手稿や印刷物の文字部分に触らない。

♦ のどに紙切れやメモ用紙を差込まない。

♦ 資料に直射日光をあてない。

♦ 利用していない資料を放置しない。

♦ 調べものをする場合も，限られた点数以上の資料を一度に持ち出さない。

♦ 資料を積み重ねて山にしない。

♦ 綴じられていない資料の束をきちんと収めるために袋の中で混ぜない。

一枚一枚取り扱う（気付かないうちに縁の切れた部分がひっかかり，資料

がさらに破れる危険を避ける）。
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図書の各部分名称

中身（text block） 

接合部（joi ） 

天（ ） 

nt

head

表紙（cover） 

背（spine） 前小口（fore-edge） 

天、地、前小口を合わせて「小口 (edge）」という。

表紙と背の継ぎ部分。

地（tail） 

本の切断面である「前小口」と反対の綴じ側のこと。

遊び紙（fly leaf） 

見返し－遊び紙（free endpaper） 中身の前後にある白紙のこと。

表紙を開いてすぐにある紙を｢見返し｣ 

（endpapers） という。表紙裏に貼り付

いている側を｢きき紙」、中身とのど部分で

つながっている側を｢遊び紙｣という。


しおり（bookmark） 

） 

） 

のど（ ） 

はなぎれ（head band
背表紙と中身の背の間の上下両端にあり、布切れが貼られていたり

見返し－きき紙（paste paper

gutter

糸が編み込まれていたりする。補強と装飾を兼ねる。
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う。 

一般に複写機はオゾンを生成す

るが，職員や資料がオゾンにさ

らされないよう換気を十分に行

資料を複写機の上に放置しな

い。 

３ 利用者への支援

閲覧室には利用者のために次のようなものを準備しておく。


♦ 図書館資料を大切にしようと呼びかける案内


♦ 図書館資料の取り扱い指針


♦ 図書用の支持台とその使用説明書


♦ 書架から図書を出し入れする際の注意書き


♦ 大型資料を閲覧するのに十分な場所


♦ 貴重書や写真を取り扱うための綿の手袋


♦ 清潔な机


♦ 地図を広げて見るために地図を覆う透明ポリエステルシート


♦ 大型資料を取り扱う時の補助員


♦ 広げた図面を押さえるための清潔で表面が滑らかな重し


４ コピー（電子式複写） 

コピーは資料保存において深刻な問題を引き起こしている。原稿台がフラッ

トベッドタイプの複写機や乱暴な取り扱いが，図書や文書の構造に大きな被害

をあたえる。複写機は事務用のものではなく，製本された図書向けにデザイン

されたものを使用すべきである。高価ではあるが， 図書を上向きのまま複写で

きるタイプが理想である。コピーは， 十分に訓練を受けた職員がそれぞれの資

料がコピーに適しているかどうか判断した上で行うことが望ましい。

複写制限の基準と著作権の規定についてすべての職員が十分に理解してお

く必要がある。新規採用職員に対しては適切な取り扱いやコピーのとり方の研

修を必ず行う。既存の職員向けにも再研修の機会を定期的に設ける。

コピーのために職員を配置できない場合は，資料の損傷を防ぐために次のよ

うな点を考慮する。

♦ 複写機は，職員の目がきちんと届くところに設置する。

♦ 複写機の近くに主な取り扱い方法を明瞭かつ簡潔に掲示する。

♦ 例えば，鮮明なコピー画像を得るために，手や複写機のカバーで図書の

背を無理に押しつけないようにというようなポスターを貼るのもよいだ

ろう。

♦ 利用者にもわかりやすい複写制限の基準を設置し，ほんの数行のためだ
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あまりに傷んでいてコピーをと

れないような資料は，マイクロ

化してフィルムから紙焼きの資

料を作成する。

資料の保管場所は，常に清掃を

こころがけ，虫やカビの侵入し

た痕跡がないかどうか定期的に

点検する。 

けにコピーをとるような行為を減らす。

♦ 複写の記録をつけ，複写頻度の高い資料についてはマイクロ化を検討す

る。

次のような資料は複写機によるコピーをすべきでない。


♦ 壊れやすい資料あるいは劣化した資料。


♦ きつく製本されて平らに開かない資料。

♦ 貴重書や写真。

♦ 平の部分をホッチキスなどで綴じたもの。

♦ 製本自体が芸術的価値のあるもの。

♦ ベラムやパーチメントでできたもの。

♦ 封蝋などがついた資料。

♦ 無線綴じの資料（ページが縫って綴じられているのではなく，接着剤で

固定されている）。

♦ 過度に動かさないと完全なコピーがとれないような大型の資料。

第３節 保管方法と取り扱い

保管方法は資料の耐用年数に直接影響をあたえる。適切な保管方法が耐用年

数を引伸ばすのに対し， いいかげんで，無計画で， 詰め込み過ぎの状態は資料

の劣化をすぐに引き起こす。その上， 質の悪い保存容器が資料の劣化をさらに

加速することがある。

職員や利用者による取り扱い方もまた，資料の耐用年数に直接影響する。図

書が受けた被害は積み重なっていく。度重なる乱暴な取り扱いが，新品の図書

を破損本に，破損本を高額な補修や再製本が必要な図書へ，あるいは再購入が

必要な利用不可能な図書へと瞬時に変えてしまう。図書館が次にあげる指針に

従えば蔵書を安寧に保管する状況に改善できるだろう。

１ 書架と排架

♦ 書架は平滑で安全，清潔かつ資料を適切に支えられるよう設計されたも

のがよい。どのようなものであれ，突出部や鋭利な角には注意が必要であ

る。理想としては，仕上げにエナメル焼付けをしたスチール製の書架が望

ましい。
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♦ 水の侵入や通行人からの被害を避けるために， 床から最低でも 10 センチ

メートル離して資料を排架する。水や埃，有害な光が資料にあたるのを防

ぐため，天井部分に「張出し型の屋根」がついた書架をできれば使用する。

♦ 資料の保管場所と書架周辺は，空気の循環を適切に維持する。

♦ 書架は壁面から少なくとも 5 センチメートル離し，図書はその書架の背

面からさらに 5 センチメートル離して並べる。建物の外壁に直接接する位

置に書架が置かれている場合，このことが特に重要である。

♦ 図書をスチール製のキャビネットに収納しておく場合は，必ず十分な通

気性のあるものを使用する。また埃や小破片が図書に落ちてくるのを防ぐ

ために，上部ではなく側面に通気孔があるキャビネットを使用する。

♦ 可動式の書棚に図書を並べる場合は，棚板を移動した時に図書が落下し

たり，押しつぶされたりすることがないように十分配慮する。

図書の劣化を最大限防ぐために，次の事柄を守る。

♦ 出し入れが楽にできるように資料を排架する。きつく詰めると出し入れ

によって資料がすぐに傷む。

♦ 書棚がすべて埋まらない場合は，図書をきちんと支えておくためにブッ

クエンドを使用する。斜めに傾いた状態を放置しておくと，変形し， ひず

み，ついには図書そのものが壊れてしまう。

♦ ブックエンドは，表紙の破れやページの裂け，折り目がつく原因となる

ので，表面が滑らかで角の丸いものを使用する。

♦ 図書を書棚に並べる時は，通路まではみ出さないようにする。通行人や

ブックトラックにより図書が傷む原因となる。

♦ 可能であれば大きさごとに図書を並べる。大型本を十分に支えることが

できないので，大型本の隣に小型のものが並ぶのは避ける。

♦ 装丁に金具（留め金，飾り金具，飾り釘など）が使われている図書を，

保護されていない図書のすぐ隣に排架する場合は，容器に入れるか，少な

くとも厚紙または板紙を間にはさむ。

♦ 紙やクロス製本の資料は，革製本のものと別置する。革に含まれる酸や

オイルが移行して紙やクロスの劣化を早める。さらに，劣化して粉状にな

った革が紙やクロスを汚すことがある。

♦ 小型で構造のしっかりしている図書は垂直に立てて排架する。

♦ 垂直に立てると背が高過ぎる場合は，別置するか，棚を再配置する。前

小口を下にして排架すると，構造が崩れて綴じが緩む原因となる。
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支え。ブック･シュー内で中身を

支える。 

２ 


員は，

貸出，整理など，常に資料に触

れる業務を担当するすべての職

健康と安全性の観点から， 

重い資料を持ち上げたり，取り

扱う場合の正しい方法について

正規の研修を受ける。 

♦ 大型本や重い図書，構造的に脆弱だったり，劣化している図書は，全体

的な支えを必要とするので水平に寝かせて保管する。こうした図書を積み

重ねないように書棚の間に別の棚板を追加する。

♦ 水平に寝かせて排架されている大型本を利用する場合は，まず上に重な

っている図書を空いている書棚かブックトラックに移動させる。次に利用

する図書を両手で取り出し，その後，先に移動させた図書を書棚に戻して

おく。納架する時も同じように作業する。

♦ 図書が崩れて倒れる原因になるので，棚や机の上に図書を積み上げない。

積み重ねる場合は２～３冊までとする。

♦ 水平に置く場合は，書架番号やタイトルが見えるように排架し，動かさ

なくても必要な図書を同定できるようにする。

♦ 小型本の上に大型本を置かない。

♦ 歴史的価値のある建物の一室などに，装丁された図書を並べて展示して

おく必要がある場合は， ブック・シュー（表紙は支えるが，背の部分は見

える状態になっている）を利用したり，図書と図書の間にポリエステルフ

ィルムをはさんだりして排架する。

間違った取り扱いは図書に取り返しのつかない被害をあたえる原因になる。

♦ 図書の背の頭の部分に指を引っ掛けて書架から取り出さない。背の頭の

部分が破けたり，背が裂ける原因となる。

♦ もし取り出したい図書の上側にスペースがあるなら，上側から前小口部

分まで手を伸ばして目的の図書を取り出す。

♦ スペースがない場合は，取り出したい図書の両脇にある図書をそれぞれ

後方へ押し込み，目的の図書の背の両側を指で十分つかめるようにしてか

ら図書を取り出す。

♦ 図書を移動した場合は，書架に残された図書とブックエンドを再調整す

る。

図書の持ち運びと搬送

♦ 両手で確実に持てる以上の図書を持ち運ばない。

♦ 室外に持ち出す場合は丈夫な箱に平らに詰める。

♦ 必要なら，図書が動かないように詰め物として発泡ポリスチレンあるい

は発泡プラスチックを詰める。
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写真用の包材には別の基準が要

求される。 

♦ 図書の搬送は板紙製の箱に個々に入れて行う。屋外へ持ち出す際は，箱

をさらにポリエチレン製のバッグに入れて運ぶ。

♦ 図書を館外へ持ち出す場合は，蓋がしっかりとしまる耐水性のポリプロ

ピレン製の容器を使用する。

♦ 図書の入った容器は，可能な場合はいつでも二人がかりで動かす。

♦ 図書館資料を車内に放置しない。

３ ブックトラックと図書

次のようなブックトラックを使用する。

♦ 大きなゴムタイヤのついたトラック。ゴムタイヤがついていると安定性

が増し，操作しやすく，振動が軽減される。

♦ 資料を安全に運べるように広い棚板あるいは保護用の柵がついたトラッ

ク。

♦ 角に緩衝材がついたトラック。不注意な衝突から受ける損傷を最小限に

抑えられる。

トラックに図書を並べる場合は以下のことに注意する。

♦ 図書はトラックの上に垂直に立てて並べ，書庫内と同じようにきちんと

支えをする。

♦ トラックの縁から図書がはみ出さないように置く。

♦ 図書は重心が低い位置になるようにトラックに積む。

第４節 図書とその他の紙資料のための保存容器

保存容器にはリグニンや亜硫酸化物を含まず，アルカリ緩衝剤を含んだ，セ

ルロースの含有率が高いもの（87 パーセント以上）を使用する。保存容器の

種類には箱，封筒，フォルダーがあり，いろいろな形， サイズのものが市販さ

れている。

次のような理由から，図書館資料の保存において保存容器は極めて重要であ

る。

♦ 過度の取り扱いから資料を保護する。

♦ 輸送時に資料を保護する。

♦ 書架上の資料を保護する。
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フェイズ・ボックス 

♦ 火災，煙，洪水の被害から資料を保護する。

♦ 光を遮断する。

♦ 埃を遮断する。

♦ 容器周辺の環境の変動に対する緩衝材として機能する。

♦ 大気汚染物質に対する緩衝材として機能する。

１ 図書用の保存容器

♦ 図書用の保存容器として，製本用の板紙とクロスで資料に合わせて一点

一点製作される箱は理想的ではあるが，高価でかつ製作に時間と技術を必

要とするので，大変希少で価値のある資料に限定したものになる。他の容

器に比べて総合的な保護力と丈夫さの点において優れている。

♦ フェイズ・ボックスと名付けられた，段階的な保存手当ての考えに基づ

く保存容器は，低価格な代替品であり，短期間（15～20 年）の保存にお

いては十分な役割を果たす。先の一点ものの箱より短時間でより簡単に製

作できる。図書館内で製作できるし，市販もされている。

♦ 市販のアーカイバル品質の箱や畳紙（たとうがみ）式に折るフォルダー

は，さまざまなサイズのものが販売されており，少量から大量まで必要量

に応じて購入できる。

♦ ブック・シューは，書架に並べた際に構造的支えを必要とするような図

書に適した容器である。

♦ 背の部分のみが開いた箱（スリップ・ケース）の利用は避けたほうがよ

い。出し入れにより，図書の表紙が箱の内側と擦れたり，中身が傷む場合

がある。

♦ 封筒も図書用の保存容器として使用される場合がある。しかし一般には

図書が必要とする支える機能を持たないため，箱に取り替えたほうがよい。

♦ ラッパーは，耐久性のよい紙や板紙製の簡易な包材である。他の保存容

器があまりに高価だったり，書架上で場所を占め過ぎたりする場合に，利

用頻度の低い図書向けの保存容器として利用される。

２ 保存容器に入れる図書の選択

容器に入れる図書の優先順位を決める際は以下の点を考慮する。


♦ 壊れやすい装丁の貴重な図書。
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脱酸性化（アルカリ化）により

新聞用紙の劣化を遅らせること

はできるが，ほとんどの場合は

実際的でない。新聞の劣化の進

行は，他の資料よりも相対的に

は急速に進むからである。しか

も黄変し脆弱化した新聞を脱酸

性化しても，色や柔軟性を回復

することもできない。 

♦ 脆く劣化した図書 ――ページが緩んでいたり，外れている図書，または

表紙が外れかけている図書。

♦ ベラムで装丁された図書。あるいは中身にベラムを使用している図書。

ベラムは湿度の変化に簡単に反応し，膨張したり，収縮したりする。これ

により表紙が反ったり，溝が割れたりすることがある。保存容器に入れる

ことで，ベラムの膨張や収縮を抑え，ゆがみを最小限にとどめることがで

きる。

３ 収縮包装と真空パック

食品業や梱包業における手法を利用した収縮包装や真空パックは，資料を保

護するのに経済的な方法である。まず資料をポリエステルまたはポリエチレン

フィルムでできたシートの間あるいは袋の中に置く。次に収縮包装の場合は熱

によりフィルムを収縮させる。真空パックの場合は資料の周囲を真空状態にし

てすべての空気を抜く。この手法は短期間であれば資料が安定した状態におか

れているように見える。しかしながら長期にわたった場合の影響については調

査されていない。輸送する資料や壊れやすい資料， 特に脆弱な紙でできている

資料は， 資料を板紙の間にはさんでから収縮包装あるいは真空パックを行うこ

とで，堅くて強い包装にできる。また， 収縮包装と真空パックは虫やカビの害

から資料を保護し，安定した小さな環境をつくりだす場合にも利用される。空

気を最大限抜くことにより場所を節約でき，資料の厚みを減らせる｡ 

４ 新聞用紙

新聞の保存には，市販のアーカイバル品質の箱や真空パックを利用する方法

がある。1840 年以降に製作された新聞用紙の多くが短い繊維の紙でできてお

り，リグニンや他の不純物を含んでいる。状態がいくらよくても，こうした新

聞の長期保存は難しい。マイクロ化が最も一般的な保存方法である。

新聞の切抜きは，一般にはそのものの価値ではなく，切抜きに盛られた情報

が重要である。つまりこの場合も複写機によるコピー， あるいはマイクロ化が

最も現実的な保存方法である。すべてのコピーは画像を熱定着させるタイプの

静電複写機を利用し， アルカリ緩衝剤を含みリグニン含有量の低い紙を用いて

作成する。どうしても保存しておく必要がある切抜きは脱酸性化などの処置を

した後， フォルダーに入れたりポリエステルの封筒に入れたりして， 質のよい

紙でできた資料から物理的に離して保管する。
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５ 雑誌とパンフレット

雑誌やパンフレットは箱，フォルダー，あるいは厚紙製の封筒に収納すると

よい。容器には，すでに述べた図書向けの容器の基準に沿ったものを使用する。

表紙が同じ大きさの資料は， 市販の箱にいくつかまとめて収納してもよい。大

きさの異なる資料は， 厚紙製の封筒に入れてから箱に収納するとよい。雑誌や

パンフレットを一冊だけ図書の間に排架する場合は，必ず厚紙製の封筒に入れ

て排架する。

６ スクラップブックとエフェメラ

多くの歴史コレクションにはスクラップブックやエフェメラ（通常はすぐに

処分されてしまう一過性資料，例えば，業務用の名刺，バレンタインカード，

型紙，紙人形など）が含まれている。こうした資料はさまざまな構成要素と支

持体からできており保存上問題になる。表面に凹凸があったり， 立体的な装飾

がしてあったり，動く部分があったりする。大変特色があり，壊れやすく，傷

んでいる場合が多い。また， 他の資料と組であることに重要な価値がある。大

きさ，形， 重さ， 主な素材の違いが劣化を引き起こすので，こうした資料を他

の種類の図書館資料や文書館資料にはさんだり， 綴じ込んだりしてはいけない。

オリジナルのままであることに特に歴史的価値があるようなスクラップ資料

は，個別に箱に入れるべきである。

綴じられていないエフェメラは大きさや種類（例えば， 写真，印刷物，手稿

など）ごとに分類した後，必要に応じて個別に保存容器に収納して酸の移転や

物理的劣化を防ぐ必要がある。また構造的に支えることができるような方法で

保管する。

７ 一枚もの資料

♦ 一枚もの紙資料を保存容器に入れる場合，同じ大きさで同じ種類のもの

だけを一緒に保管する。

♦ 大きさや重さの違いは劣化を招く原因になるので，一枚もの資料を図書

やパンフレットと同じ容器で保管することは適当でない。

♦ 一般的に，重い資料と軽い資料は分けて，別々の容器で保管すべきであ

る。かさばる資料も同様である。一緒に入れると箱の中でそれぞれにかか

る圧力が不均等になる。

♦ 質の悪い紙から直接接した紙へ酸が移転するので，容器に別々に入れて

保管することが大切である。新聞の切抜きや明らかに粗悪な紙の資料は，
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質のよい紙でできた歴史文書や手稿と直接接することがないように必ず

別の容器で保管する。

♦ 手稿や文書は，広げた時に裂けたり，破損したり，他の損傷が生じたり

することがなければ，折りたたまずに広げて保管する。広げる時に損傷が

起きそうな場合は，作業前に修復保存専門家に相談する。

♦ 文書はファイルフォルダーに入れて保管する。理想的には，各フォルダ

ーに入れる枚数を 10～15 枚までにする。

♦ 各フォルダーはフォルダー・ボックスに収める。

♦ 各ボックスにはボックスの大きさに合った同一サイズのフォルダーを収

める。

♦ ボックスにフォルダーを詰め過ぎると，フォルダーを出し入れしたり，

調べたりする際に劣化を招く。

♦ フォルダー・ボックスは水平あるいは垂直に保管するとよい。水平に置

けば資料を全体的に支えることができるので，垂直に立てた場合に生じが

ちな角が崩れたり，資料が重さでたわむといった劣化や他の物理的劣化を

防ぐことができるだろう。とはいえ水平に置くと，フォルダー・ボックス

の底の資料が上部に置かれた資料の重さの影響を受ける。スムーズに出し

入れするためにも水平に置いたボックスの積み上げは２段までにする。

♦ 重さで曲がったり，角が崩れたりすることがないように文書やフォルダ

ーがフォルダー・ボックスの中で十分に支えられている場合は，フォルダ

ー・ボックスを垂直に立てて置いてもよい。ボックス内に空間がある場合

は，隙間を埋めるために安定した素材からなる仕切り板を利用するとよい。

♦ ベラムに書かれた文書や地図などは，温度や湿度の変化の影響を非常に

受けやすいので，容器に入れて保管する。容器としてはエンキャプシュレ

ーション， フォルダー， マット，箱，あるいはこれらを組み合わせて利用

する。

８ ファシクル

書簡のように貴重で独自な一枚もの資料は，従来は書類ばさみの類で綴じら

れてきた。この方法で綴じられたものが， 厚さがかなり薄く， 台紙がそれぞれ

の資料を確実に支え， 資料に直接手を触れずにすむような構造に仕上がってい

るならば問題はない。

しかし，より簡単な方法のひとつとしてファシクルという手法がある。ファ

シクルは資料を簡単に綴じた折丁ひとつでできた小冊子である。表紙は無酸の

堅い厚紙製で， 中身は台紙となる二つ折りにした複数のシートと表紙につなげ
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青焼き図面をアルカリ性のフォ

ルダーに保管してはいけない。

青焼き資料がアルカリ性の高い

物質に長期間触れていると，退

色や変色（茶褐色になる）が起

こる場合がある。したがって，

リグニンを含まない中性のフォ

ルダーに保管する。 

られた折丁（ 図脚の役目をする）とから構成される。ファシクルの大きさは市

販の箱に合わせる。司書の手によりすべての資料を丁付けしてファシクルに大

まかにはさむ。資料が取り付けれられた折丁も丁付けする。資料の端には和紙

の紙片でできた脚を糊付けする。この脚に糊をつけ資料を台紙の右ページに固

定する。出来上がったファシクルは箱に入れて保管する。

ファシクルには次のような利点がある。


♦ 資料を平らに保ち，支える。


♦ 必要に応じて資料を簡単に外したり，はさみ直したりできる（例えば展

示の際に）。

♦ 資料が曲がるのを防止する。

♦ 資料どうしが擦れる機会を減らす。

♦ 資料に手が直接触れる機会を減らす。

♦ 大きさがさまざまな資料をひとつの大きさに統一できる。

♦ 光や大気汚染物質から中の資料を守る。

９ 大きな一枚もの資料

大きな一枚もの資料には，建築設計図，青焼き図面，地図，大型の印刷物，

ポスター， 壁紙見本が含まれる。こうした資料は図面用の引出しに平らに保管

するのが最もよい。引出しの大きさに合わせて裁断したフォルダーに個別には

さみ保管する。ひとつのフォルダーに複数の資料を保管する場合は， 間に無酸

の薄葉紙をはさむとよい。特に，資料が彩色されていたり，特別な価値がある

場合は薄葉紙を利用するのが望ましい。

大きな資料を安全に出し入れできるように，引出しの周囲には十分な空間を

設ける。移動や入れ替えの際は，資料を置ける十分な場所を確保する。

大きな資料用に平らな収納場所が確保できない場合は，資料が傷んでいない， 

あるいは壊れやすい資料でないならば，資料を筒状に丸めておいてもよい。

資料には，個々に丸めておく必要があるものと，同じような大きさのものを

４～６枚ずつまとめて丸めておいてよいものとがある。ただし正確な枚数は資

料の大きさと重さによる。筒は巻く資料より数センチメートル長く， 直径が少

なくとも 10 センチメートル以上（直径は大きいほうが望ましい）のものを用

いる。筒にはリグニンの含有量が少なく，pH 値が中性のものを使用する。

そうでない筒の場合は，中性あるいはアルカリ緩衝剤を含んだ紙で包むか，

ポリエステルフィルムで包んでから筒を使用する。資料よりも四方を数センチ

メートルずつ大きく裁断したポリエステルフィルムあるいは無酸の薄葉紙の
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展示替えの時が作品にとって最

も危険である。

間に資料をはさみ，それを筒状に丸める。あるいは筒に巻いてもよい。擦れて

傷むのを防ぐために， 筒状にした資料の上からさらに中性またはアルカリ緩衝

剤を含んだ紙で包むか， ポリエステルフィルムで包む。麻， 木綿あるいはポリ

エステルの平紐で筒を緩く縛る。さらに保護が必要な場合は， これを長方形の

箱に収めてもよい。筒状にした資料は水平に寝かせて保管する。

10 大きな一枚もの資料の取り扱いと搬送

♦ 大きな資料を取り扱う場合は，両手を使う。

♦ 大きな封蝋印はきちんと支えられているか注意する。向きを変える場合

は資料と一緒に変える。

♦ たとえ部屋から部屋への簡単な移動であっても，資料を移動させる前に

は経路と行き先に注意する。

♦ 地図，図面，大きな一枚もの資料には持ち運び用の二つ折りケースある

いは専用のフォルダーを利用する。

♦ 資料をはさんだケースの持ち運びは２人で行う。

♦ 資料をはさんだケースは垂直に持ち運ぶ。

♦ 館外に持ち出す場合は，防水加工が施されたケースを利用する。

第５節 展示

図書館資料を展示する場合は，次にあげるような特別な注意を払う。


♦ 展示に適した資料を選ぶ。


♦ セキュリティ ――展示ケースは鍵がかかり，ガラスが飛散防止加工され

ており，警報装置のついたものがよい。展示室は常に監視する。

♦ 展示ケースは，化学的に安定でガスが発生しない材料を用いたものを使

用する。

♦ 環境因子である温度，湿度， 光， 紫外線， 大気汚染物質は厳重に制御し，

適切な機器を用いて監視する。

♦ 展示作品を取りつける備品は，化学的に安定で，作品に無害のものを使

用する。

♦ 図書は，開いたあるいは閉じた図書の形にきちんと沿うように製作され

た板紙製あるいはアクリル製の支持台の上にポリエチレンの紐で固定す
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る。通常図書を傾けて展示する際は，水平面に対し 20 度まで，ページを

広げる角度は 120 度までとする。必要に応じて支えを利用する。

♦ 窓付きのマットや台紙は，無酸でアルカリ緩衝剤を含んだ板紙製のもの

を使用する。

♦ 絵画作品のようにケースに入れずに展示をする場合は，壁面や床面にお

けるセキュリティに注意を払う。また観覧者が手を触れないように境界線

を設置する。

♦ 展示するすべての資料の記録をとる。

調査や展示用に他機関へ資料を貸出す場合には，資料が損傷する危険をとも

なう。司書は貸出注意事項中に「借り手側は資料の保護に十分な注意を払う」

という項目を盛り込む義務がある。輸送時の損耗を防ぐために資料に保護処置

をする。セキュリティの面から，貸出側の図書館は搬送資料への付添い人を往

復とも要求できる。可能なら，付添い人は修復保存の専門家または司書が望ま

しい。展示資料の据付けは付添い人が行うか，または監督する。貸出資料には

すべての危険を考慮して十分な保険を必ずかけておく。この場合も費用は借り

手の負担である。借り手側の展示環境が修復保存の観点から見て適当な状態で，

展示資料に対するセキュリティ対策も信頼できるものであることを， 貸出側の

司書が納得しておく必要がある。展示のための資料輸送はさまざまな劣化を引

き起こす危険があり，資料保存において特別な問題を含んでいる。貸出機関は，

貸出資料の状態調査書を記録写真とともに必ず作成する。またセキュリティ上

の観点から，貸出資料のマイクロ化を検討する。
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第１節 写真

1839 年に写真技術が誕生して以来，写真は実にさまざまな方法で作成され

てきた。中には， 非常に強い自壊作用をもつ素材や，物理的に接触したものの

影響を受けやすい素材を用いた写真もあったが， どの写真にもほとんど例外な

く共通しているのが，環境の影響を受けやすいことである。単に温度，湿度，

大気汚染物質による影響だけではなく，建材，壁の塗料，木製家具，板紙製品， 

あるいは写真を保護する包材から放出される酸化物質の影響も受けやすい。写

真資料の修復保存処置は専門家に任せるべきであるが， 適切な予防策を講じる

ことによって， 蔵書中の写真を保護し，良好な状態を維持することは，図書館

職員の仕事である。

１ 写真の構造

写真は基本的に次の３つの部分から構成されている。

♦ 支持体

ガラス，プラスチックフィルム，紙，または樹脂コート紙からなる支持

体層。

♦ バインダー

乳剤層，またはバインダー層をなす物質で，ゼラチンが最も多く使われ

ているが，アルブミンやコロジオンが用いられることもある。画像材料

または画像形成材料を支持体と結びつける。

♦ 画像材料

銀，カラー染料，顔料粒子などからなり，乳剤やバインダーの中に分散

されている。

多種多様な画像材料やバインダーがこれまで用いられてきたが，今日の白黒

写真は， ほとんどすべてが銀をゼラチンの中に分散させたタイプのものである。

２ 取り扱い

写真は，不注意な取り扱いによって，いとも簡単に傷ついてしまう。職員と

利用者は以下の点に留意しなければならない。

♦ できるだけ原資料よりも複製を利用する。

♦ 写真を取り扱う際には，清潔で起毛していない綿の手袋を使用する。写

真画像の乳剤面には決して触れてはならない（写真プリント，ネガ， スラ

イド，幻灯機用スライドなど写真の種類は問わない）。
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PVC)ポリ塩化ビニル( 製の封筒

は絶対に使用しない。 

♦ 清潔な作業台を用意する。

♦ 両手で写真を取り扱う。または，しっかりした板紙を利用して写真を支

える。

♦ 写真資料の上では接着テープ，ホッチキス，ピン，ゼムクリップ，輪ゴ

ムを使わない。

♦ 保管と取り扱い上で問題が出てきたら，写真の修復保存専門家に相談す

る。

３ 包材

どの包材も，ANSI IT 9.2-1988 で規定された写真活性度試験（PAT ）に適

合したものでなければならない。写真活性度試験は，包材が写真にあたえる影

響を測定する厳格な試験である。現在では，包材を製造・販売している企業の

多くが， 自社製品に対してこの試験を行っている。写真活性度試験に合格した

製品を購入するようにする。または， 購入する際に，写真活性度試験に合格し

ていることを条件とする。

写真包材は基本的に紙／板紙とプラスチックというグループに分かれる。

紙／板紙製の包材は次の要件を満たさなければならない。


♦ セルロースの含有率が高い（87 パーセント以上）。


♦ pH 値が中性（およそ 6.5～7.5）。

♦ 還元可能な硫黄分が検出されない。

♦ リグニン，pH 緩衝剤，金属粒子，酸，過酸化物，ホルムアルデヒド，有

害なサイズ剤を含まない。

プラスチック包材は次の要件を満たさなければならない。


♦ 可塑剤を含まない。


♦ 表面がつや出し・塗工・つや消しされていない。

♦ 周囲の環境が安定している状態であれば，次に掲げる例外を除いて，ど

の包材にもポリエステルを用いることが望ましい。ポリエステル製の包材

を使用していけないのは，表面が傷つきやすい写真プリントやネガ（例え

ば，乳剤が剥がれかかっているもの，手で彩色を施したものなど），ガラ

スプレートネガ，ティンタイプ，ケース入り写真， 初期のフィルム・ベー

スの写真である。
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異なる種類の写真，ガラスプレ

ートネガ，ネガフィルム，紙プ

リント，カラースライドなどは

別々に保管する。 

４ 望ましい保管環境

写真は環境の影響を非常に受けやすい。

♦ 一般的に，保管場所の温度はできるだけ低くし，光，紫外線，大気汚染

物質，塵埃になるべくさらされない方策を講じなければならない。

♦ 白黒のプリントやネガは，温度 18℃以下，相対湿度 30～40％で保管する。

♦ カラー資料がその寿命を確保するためには，温度２℃ 以下，相対湿度 30 

～40％ の冷蔵保管庫に入れなければならない。必ず専門家に相談してか

ら，冷蔵保管庫に入れること。

♦ さまざまな種類の写真からなるコレクションの場合は，相対湿度 35～ 

40％が望ましい。

♦ 温湿度の変動は避けなければならない。

５ 保管

写真プリント

資料を一点ごとに包材に入れることが最善である。そうすることで，写真を

保護し物理的に支えることができるので， 写真の傷みが少なくなる。紙の包材

は不透明なので，写真を見る時には中から取り出さなければならない。写真プ

リントの裏に板紙を支えとして添え， 透明プラスチックの L スリーブ（ポリエ

ステルのシートを２枚重ねて，隣接する２辺を L 字型に留めたもの）に入れれ

ば，研究者は写真を直接手にとらずに見ることができるので，ひっかいたり，

擦り傷をつけたりする可能性が小さくなる，という利点がある。

板紙にマウントされた大型の写真プリントの保管には，特別な注意が必要で

ある。板紙が酸性で非常に脆くなっていることがよくある。写真を支えている

板紙が劣化すれば，写真も危険にさらされる。板紙が保管や取り扱いの際に破

れれば，写真も傷ついてしまうからである。そのようなプリントは注意深く，

場合によっては特製の包材に入れて保管しなければならない。取り扱う際にも

細心の注意が必要である。

写真をフォルダーやスリーブ，封筒に適切に収納したら，中性の板紙製の前

面開閉式の長期保管用保存箱の中で，立てて，または水平に寝かせて保管する。

通常，写真は垂直に立てて保管するよりも寝かせて保管するほうが望ましい。

寝かせることにより， 全面が支えられるため，曲がってしまうといった力学的

作用による損傷を受けないからである。一方，垂直にすれば写真を探すのが容

易になり， それぞれを手にする回数も少なくなる。立てて保管する際には， 中

性紙製のフォルダーや封筒に写真を入れる。そして，写真を入れたフォルダー

や封筒を，さらに吊り下げ式，または一般のフォルダー・ボックスに収納する。
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詰め込み過ぎてはならない。吊り下げ式フォルダー・ボックスを用いれば， 写

真が滑り落ちることがなく， 取り扱いやすい。いずれにしても， 写真をぎっし

りと詰めないように注意しなければならない。

アルバムの写真プリント

隣ページの写真プリントや台紙から悪い影響を受けているようであれば，写

真保存用の紙を間紙としてはさむ。ただし， 間紙の厚みでアルバムの綴じに無

理な力がかかる場合には，はさんではならない。ページに粘着剤が塗ってあり

プラスチックのカバーシートがついているタイプのアルバムは用いない。

写真アルバム

水平に保管する。中性の薄葉紙をクッションとして詰めた箱に入れて保管す

るのが望ましい。

ガラスプレートネガ

ひとつずつ紙の包材で包み，クッションを入れたキャビネットまたは５枚ご

とに板紙の仕切りを入れた堅牢な箱に立てて入れ，保管する。

ネガフィルム

紙やポリエステルのスリーブに入れて保管する。スリーブは保存箱に入れる

か，またはキャビネットにつるす。

ケース入り写真

ダゲレオタイプやアンブロタイプの写真は，ケースごと水平に置き，引出し

式キャビネットや保存箱に入れて保管する。

写真資料を入れた保存箱は金属製の棚に収納する。できれば，大きさが似た

写真を一緒に保管するのが望ましい。大きさが異なる写真を混ぜると，擦り傷

がついたり壊れたりすることがある。また，小さい写真の置き場所がわからな

くなる可能性も大きくなる。写真の大きさにかかわらず，保存箱に入れる包材

はすべて同じ大きさにし，保存箱の大きさも同じにする。保存箱に詰め込み過

ぎてはならない。

第２節 フィルム媒体

フィルム資料には，セルロースナイトレート（硝酸セルロース）， セルロー

スアセテート（酢酸セルロース），ポリエステルという主に３つの種類がある。

これらの物質は，ネガフィルム，スライド， 映画フィルム，マイクロフィルム
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セルロースナイトレート・ベー

スのフィルムは火災の危険があ

るので，セルロースナイトレー

トの製品はどのようなものであ

れ隔離しておくことが重要であ

る。実際多くの保険契約でも隔

離保管が規定されている。セル

ロースナイトレートフィルムは

消防署に承認された特別に設計

された保管域に保管する。セル

ロースナイトレートフィルムは

安全フィルム（ポリエステル・

ベースフィルム）を利用して複

製フィルムを作成しておくこと

が望ましい。 

などの写真製品の支持体として用いられてきた。

セルロースナイトレートとセルロースアセテートは不安定である。劣化の過

程で生じる分解生成物によって，写真コレクションが著しい被害を受けたり，

場合によっては壊滅的な打撃を受けることもある。特に，セルロースナイトレ

ート・ベースのフィルムは燃えやすい。劣化すると特に燃えやすくなるため，

他のフィルムから隔離し，適切な環境のもとで保管しなければならない。

１ セルロースナイトレート・ベースのフィルム

♦ 1889～1951 年まで製造され，1900～1939 年の間に主に使用された。

♦ 不安定で，非常に燃えやすい。

♦ 室温以下の状態でも，ゆっくりと劣化しつづけ，その過程でガスを発す

る。

♦ フィルムを入れた容器からガスが外に逃げ出さないと， 分解が加速する。

支持体が黄変し，それから褐色に変色する。粘着性が出てべとべとし，脆

くなる。最後には，分解して灰褐色の粉状になり， 画像や音声記録は完全

に破壊されてしまう。

♦ 反応が進むとフィルムが自然発火し，近くにある資料や人，建物に甚大

な被害をもたらすことがある。

２ セルロースアセテート・ベースのフィルム

♦ 1935 年に導入され，1939 年以降，セルロースナイトレート・ベースのフ

ィルムにほぼ完全にとってかわった。

♦ 室温でゆっくりと分解し，酢のような臭いのガスを発する。この過程は

「ビネガーシンドローム」として知られている。

♦ 最後には完全に分解してしまう。

♦ つい最近まで，セルロースアセテート・ベースのフィルムは長期保存に

適した記録媒体と考えられていた。しかし，このフィルムにもまた安定性

に問題のあることが明らかになっている。

３ ポリエステル・ベースのフィルム

「安全フィルム」として一般に知られている。長期保存が必要な写真記録に

は，ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート）・ベースのフィルムを用い

ることが，近年では推奨されている。
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分注意を払う必要がある。（化

学的な耐性に優れた合成ゴム

する。 

劣化したセルロースナイトレー

トおよびセルロースアセテート

製品は健康や安全性に深刻な害

がある。したがってこうした種

類のフィルムを取り扱う際は十

の）ネオプレン製の手袋を着用

する。十分な換気を行う。呼吸

用マスクを装着する。コンタク

トレンズは装着しない。劣化フ

ィルムに接している時間を制限

る）

フィルムに影響をあたえる物質

には次のようなものがある。過

酸化物（ 紙や木材からの） ，塩素

化合物，二酸化硫黄，硫化水素

（通常輪ゴムは硫黄を含んでい

， 接着剤に含まれる不純物，

ペンキから発生するガス，複写

機やあるタイプの電灯や電気器

具から発生するオゾン，アンモ

ニア，煙，殺虫剤，塵埃，研磨

剤の粒子，カビなどである。閲

覧室には，活性炭を利用した空

気浄化装置と先端がループ状に

なったパイル・カーペットを使

用するのが望ましい。先端がカ

ットしてあるタイプのパイル・

カーペットからは，非常に長い

時間の間に，繊維くずが発生し， 

研磨剤となってフィルムを傷つ

ける恐れがあるため，ループ状

のタイプが適切である。 

４ 取り扱い

フィルム媒体は，たとえ良好な状態にあっても傷つきやすい。前述の３種の

フィルム支持体にはいずれも，また支持体に塗布されるゼラチンバインダーに

は，ひっかき傷や擦り傷，折り目がついたりする。手の脂や汚れによってもま

た，支持体やバインダー，画像材料が傷む。

いったん劣化が始まると，取り扱いの際に一層傷つきやすくなる。劣化する

と非常に脆くなる。こうした状態になると，包材から繰り返して出し入れする

だけで， 相当に傷んでしまう場合がある。さらに， 劣化すると粘着性が出てべ

とべとし，他のフィルムにくっついてしまうこともある。

専門家以外の者はフィルムを取り扱わず，フィルムを映写したり複製を作成

したりするのはフィルムの修復保存の専門家に限るのが理想である。フィルム

の取り扱い者は，起毛していない木綿の手袋をはめ，フィルムの端の部分だけ

を扱う。清潔で，明るく，通気性がよい場所で，十分なスペースを確保して作

業する。現像や検査を行う場所では飲食・喫煙をしてはならない。劣化したネ

ガフィルムに長時間接していると健康を害することがある。大規模なコレクシ

ョンの場合には特に危険が高い。

５ 望ましい保管環境

米国・ロチェスターの画像保存研究所（Image Permanence Institute ）が

最近行った研究で，保管場所の温湿度とフィルムの長期安定性との間の関係が

明らかにされている。研究成果は「IPI セルロースアセテート・ベースフィル

ムの保管ガイド」として出版されている。そこでは， 温度と相対湿度の組み合

わせによってフィルム（新しいフィルムおよび劣化フィルム） の寿命がどう変

化するかが予測されている。

次の表は，さまざまな保管環境のもとでのフィルムの期待寿命を示したもの

である。左側の数字が新しいフィルムの寿命であり，右側の数字は劣化が始ま

っているフィルムの寿命を表している。

表 	 セルロースアセテート・ベースのフィルム（新しいフィルムおよび

劣化しつつあるフィルム）の期待寿命の保管環境別予想値

冷暖房されたオフィス環境 21℃ 50％RH 40－5 年
   低温保管 18℃ 35％RH 90－15 年
   低温保管 13℃ 30％RH 200－40 年
   低温保管  4℃ 30％RH 800－130 年
   冷凍保管 －4℃ 30％RH 1,500－400 年
   冷凍保管 －18℃ 30％RH 1,500－400 年
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このガイドを使えば，保管環境の改善に必要な費用と，それから得られる効

果を，年数で数量的に直接比較することができる。このガイドは，蔵書管理者

にとって非常に有用なツールである。ガイドで示されているように， すでに劣

化の兆候が見られるフィルムの安定性を高めたり， 新しいフィルムの状態を良

好に保つためには，低温保管するしか方法がない。

一時的に冷凍保管ができない場合にも，フィルムから酸性ガスが発生し，セ

ルロースフィルムの自壊作用が促進されるのを防ぐために，保管場所の通気性

を十分に確保する。可能な限り安定的で低温かつ乾いた環境を整える。温湿度

の大きな変動は避けなければならない。

６ 分離保管

フィルム資料は種類別に分けて保管し，タイプが異なる支持体のフィルムを

混在させないのが理想である。このように系統だてて保管すれば，セルロース

ナイトレートやセルロースアセテートから生じる有害な分解物質の影響を， 他

の写真が受けずにすむ。特に，セルロースナイトレートが分解して硝酸が生じ

ると，銀画像が退色し， ゼラチンバインダーが柔らかくなる。最後には，粘着

性が出てべとべとになり，金属製容器やキャビネットを溶かしてしまうことも

ある。フィルムを素材ごとに分けて保管すれば， フィルムコレクションをより

効率的・効果的に点検できるようにもなる。

タイプが異なるフィルムは可能な限り分けて保管することが重要であるが，

それだけではなく，劣化しつつある媒体を，状態が良好な媒体から分離して保

管することも重要である。先に述べたように，劣化が進むと分解物質が生じ，

他の写真の劣化を引き起こすことがあるからである。

７ 包材

写真資料と同じ規格が適用される（前述「第 1 節 写真 ３ 包材」を参照）。

８ 一般的な保管

シートフィルムはネガフィルムやスライドと同じようにスリーブに入れる。

スリーブは保存箱に入れて金属製の棚に保管するか，またはキャビネットの引

出しに入れて保管する。

映画フィルムやマイクロフィルムなどのロールフィルムは，乳剤面を内側に

してコアに巻き，可塑剤，塩素，過酸化物を含まない容器に入れる。ポリエチ

レンやポリプロピレン製のものを用いても構わない。缶の中の紙やカードは取

り除く。外側の紙の包装なども同様に取り除く。フィルムは， フィルムの内容

を記述した記録とは別の場所に保管する。
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シート状の資料もロール状の資料も金属製のラックに水平に置き，乾燥して

通気性がよい冷暗所で保管する。
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第１節 オーディオディスク

図書館で見られる最も一般的な音声資料は，マイクログルーブレコード（LP 

レコード：12インチ・33 1/3 回転，７インチ・45回転）であろう。マイクログ

ルーブレコードには，ポリ塩化ビニルにプレスされたものと，78回転のシェラ

ックディスクとがある。 

１ シェラックディスク

シェラックディスクが最初に登場したのは1890 年代で，1950 年代まで使用さ

れたが，次第にビニルディスクにとってかわられた。

シェラックの劣化原因を特定するのは困難である。実にさまざまな品質のシ

ェラックが使用され，中には「混ぜ物」を使ったものもあるからである。 

適切な環境のもとで保管しても，シェラックの劣化はゆっくりと段階的に進

む。湿度が高いと劣化が加速する。劣化が進むと，ディスクを再生するたびに

微細な粉が生じ，音溝に記録された情報が消えてしまう。有機物は概してカビ

の攻撃を受けやすいが，シェラックそのものはカビに対する抵抗力があるとい

われている。

２ ビニルディスク

ビニルは安定しているが，寿命は無限ではない。ビニルディスクはポリ塩化

ビニル（PVC）でできており，紫外線や熱にさらされると化学変化をおこし劣

化する。このため，製造過程において樹脂に化学薬品を加え，安定化を図って

いる。こうすることにより，劣化を防ぐことはできないが，進行を抑えること

はできる。 

ビニルディスクはカビの増殖に対して抵抗力があり，高湿度の影響も受けな

い。 

３ 取り扱い

♦ ディスクはジャケットからスリーブに入ったまま取り出す。まず，ジャ

ケットを体にあてがって持ち，手に軽く力を加えてジャケットの口が開く

ように曲げる。スリーブの端を持ってディスクを引出す。その際， ディス

クを指で押してはいけない。スリーブとディスクの間の埃が音溝に押し込

まれてしまうからである。
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♦ 次にスリーブからディスクを取り出す。スリーブをたわませて，ゆっく

りと開いた手のひらへディスクを滑らせ，親指の付け根でディスクの端を

つかまえる。中指はディスクのレーベル部を支える。スリーブの中に指を

入れて取り出してはいけない。

♦ ディスクを持つ時は，親指をディスクの端に置き，残りの指をレーベル

部にあてがってバランスをとる。両手のひらをディスクの端にあてがい，

ターンテーブルにのせる。

４ 保管

♦ 柔らかいポリエチレン製のスリーブに入れて保管する。紙，板紙，ポリ

塩化ビニル製のスリーブは使用しない。

♦ 熱や光（特に紫外線）の発生源の近くに置かない。プラスチックは，熱

や光の影響を受ける。

♦ 重い物をレコードの上にのせない。レコードを積み重ねない。

♦ レコードは垂直に立てて収納する。

♦ 棚がレコードの特定部分に圧力をかけたり，棚の間隔が 10～15 センチメ

ートル以上ある収納棚は用いない。

♦ 大きさが異なるレコードを一緒に収納してはならない。小さいレコード

が紛失したり，傷ついたり，また大きいレコードに不均等な圧力がかかり

やすいからである。

♦ LP レコードのジャケットにかかっている収縮フィルムは完全に取り除く。

フィルムが収縮を続けて，ディスクが湾曲することがあるからである。

５ 望ましい保管環境

適切な保管環境を整えることが，レコードの劣化を遅らせるための基本であ

る。高温多湿や温湿度の急激な変化はレコードの素材であるプラスチックの化

学特性に影響をあたえ， 音質の乱れやディスクのゆがみの原因となることがあ

る。温度 18℃，相対湿度 40％が望ましい。

ディスクの表面に生育したカビによりディスクに穴があき，再生した時の音

質が悪くなることもある。

ディスクの上に埃が落ちている時に，レコード針によって音溝に力がかかる

と，音溝の壁を削り落として，再生音質が悪くなることもある。この音質の低

下を回復することはできない。埃が熱可塑性物質とくっついてしまい，とれな

くなってしまうこともある。
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第２節 磁気媒体

磁気テープ（ オーディオカセット，ビデオカセット，オーディオ用オープン

リールテープ， コンピュータ用オープンリールテープ， フロッピーディスクな

ど）はいずれも，ポリエステルフィルムのベース上にクロムまたは酸化鉄の磁

性体層を接着した構造をもつものが多い。この磁性体をフィルム・ベースに接

着しているバインダーが，加水分解や酸化により劣化しやすい。磁化された粒

子のパターンとして情報がテープに記録されるため，磁気粒子の喪失や乱れに

より情報が失われてしまう。

1950 年代の初め以降，40 種類以上のビデオ・フォーマットが使われてきて

おり，サイズ，スピード，テープの収納方法がそれぞれ異なる。

カセットテープはオープンリールテープよりもずっと薄く，弱い。期待され

る寿命は非常に短い。長期保存するならオープンリールを用いる。

磁気テープは考えられていたよりもはるかに寿命が短い。15 年以上経過し

た磁気テープはどれも注意深く扱う必要があり，20 年以上経ったテープを利

用する場合には，大半が専門家の援助を必要とする。

ベース（支持層）

磁性体層

裏面層

磁性体
バインダー

図 磁気テープの構造 

１ 取り扱い

♦ 取り扱い回数は最小限に抑える。

♦ テープやフロッピーディスクの表面を触らないようにする。皮脂が残り，

再生装置のヘッドに付着して埃を引き寄せることがある。
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♦ テープの表面や端は極力触らないようにし，やむを得ず触る場合には，

起毛していない手袋をする。

♦ テープやフロッピーディスクをクリーニングする場合には，「テープな

どにも使用可能です」などとうたっている市販品に飛びついてはいけない。

クリーニングしたり，傷を修復する時は，専門家に相談する。

♦ テープやフロッピーディスクの使用後は，損傷や埃から守るために，す

ぐに容器に戻す。

♦ カセットやオープンリール，フロッピーディスクへメモを添付する時に

ゼムクリップや接着テープを用いてはならない。

♦ 清潔な場所以外でテープを扱わない。

♦ テープの記録されたところも，最初のほうの記録されていない部分も床

に垂れ下げてはいけない。

♦ 使用しない時には容器に戻す。

♦ テープを落としたり，急な衝撃にさらしてはいけない。

♦ テープの記録されているところも始端部／終端部も，傷んでいるならば

切り落とす。

♦ テープの末端を留めたり，テープを接合するために一般の接着テープを

用いてはならない。必要な場合には，専用の接着テープを用いる。

２ 利用

♦ すべてのテープ資料にラベルを貼る。

♦ 製造業者の説明書に基づいて再生機の保守点検を行い，機器がテープを

傷つけることがないようにする。

♦ 録音テープの回転経路を，推奨されている頻度で十分にクリーニングす

る。

♦ ひっかき傷などが表面にあるテープは廃棄する。テープの破片が再生機

のテープ回転経路に残ってしまうことがある。

♦ 傷のあるテープを再生した後には，再生機にクリーニング用カセットを

かけておく。

♦ 再利用するテープは完全に内容を消去したことを確認してから利用する。

♦ 定期的にテープを早送りしたり巻き戻ししたりしておく。

♦ 再生途中の状態でテープを放置しない。テープは常に完全に巻き戻す。
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貴重なテープや重要なディスク

を守る最善の方法はバックアッ

プコピーの作成である。バック

アップは，媒体の老朽化や自然

災害において読み取りが不可能

になったマスタテープやディス

クの情報を取り戻すための唯一

の方法となるかもしれない。 

保護対象となるすべての機械可

読レコードのフォーマットにつ

いて十分な知識を得ておく。 

♦ 再生機器とテープを塵・埃から守る。

３ バックアップおよび媒体変換

ひとつしかないフロッピーディスクに盛られた情報が失われることが，大量

の情報が失われることを意味する場合がある。このため，バックアップコピー

を取っておくことが， コンピュータに記録された情報を保存するために極めて

重要である。組織の業務の一部としてコンピュータ上でデータベースを運用し

ている場合には，システムのハードディスクに記録されている情報を毎日バッ

クアップ用のディスクまたはテープに複製しなければならない。防災対策の一

環として， バックアップコピーはオリジナルがあるところとは別の安全な場所

に保管する。

長期間保存すべきオーディオテープ，ビデオテープ，コンピュータテープは， 

記録された情報へのアクセスを保証するために， 定期的に複製／媒体変換を行

う必要があろう。３ ～５年ごとに， すべてのマスタテープを， 高品質で支持体

にポリエステルを用いたテープに， ひろく確立されたフォーマットに基づいて

再複製しなければならない。マスタコピーを用いるのは利用のためのコピーを

作る時のみとする。時期をずらしてマスタコピーを製作することにより，それ

らが同時に古くならないようにする。

オーディオテープのマスタにはオープンリールテープを用いる。オーディオ

テープ，ビデオテープの内容を書き写したものもまた「利用のためのコピー」

または「バックアップコピー」として用いることができる。写しはオリジナル

テープの全内容を含むこともあるし， または概要のみを記したものの場合もあ

る。

４ マイグレーション

新技術の登場とともに，情報を記録するさまざまなフォーマットが消えてい

く。この 20 年間に，８ トラックテープ， ベータビデオテープ，1/2 インチビデ

オテープ，３ インチ・５ 1/4 インチ・８ インチフロッピーディスクなど，数え

切れないほどの記録フォーマットが旧式化していった。

これらの記録を読み取るための機器が消え，代わるものがない場合には，記

録された情報へのアクセスは制限される。情報へのアクセスを保証するために

は，再生機器が利用できる間に，古いフォーマットを安定性のある技術のもと

に複製しなければならない。
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る。

ディスクは垂直に立てて保管す

５ 保管

♦ テープとディスクは磁場から離す。テープを電気製品の上に積み重ねて

はならない。

♦ 保管場所は清潔にし，埃を寄せ付けないようにする。埃は水分を引きつ

けて閉じ込めるため，テープに加水分解を引き起こす。長期的にみた場合， 

加水分解はテープによく生じる深刻な劣化原因である。また，埃によりテ

ープに取り返しのつかない損傷が生じることがある。埃には研磨性がある

ため，テープ表面とテープレコーダーの磁気ヘッドの間に生じる圧力によ

り，テープのバインダーとテープレコーダーの磁気ヘッドに傷がつくこと

がある。

♦ オープンリールやカセットテープを直射日光にさらしてはならない。

♦ オープンリールとカセットテープは垂直に置く。リールはハブで支える。

♦ 品質の高いオープンリール，カセット，容器，付属品類を使用する。

♦ オープンリールテープにはテープ保護用カラーを使用する。

♦ 品質の悪い板紙（酸性紙であることが多い）で作った封筒や箱，または

塩素を含むビニル製の箱に入れてテープを保管しない。

６ 望ましい保管環境

♦ テープの保管場所は涼しく乾燥していなければならない。温度 15±３℃， 

相対湿度 30～40％ が安全かつ実用的な保管条件である。過度の熱や寒気

は磁気媒体に損傷をあたえる。

♦ 相対湿度が 40％を超えると，テープのバインダー部分の劣化が加速され

る。

♦ テープを急激な温度変化にさらさないようにする。保管場所と利用場所

の温度差が８℃を超える場合には，利用場所の環境に慣らすために，温度

差 10℃を超えるごとに４時間の調整時間をとる。
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第３節 光媒体

１ レーザーディスク

レーザーディスクは 1978 年に登場し，その多くはガラスまたはプラスチッ

クでできた 12 インチ（30 センチメートル）のディスクである。多数のピット

が表面に刻まれており， レーザー光線を表面に直接あてることで読み取りがな

される。反射した光線が規定のアナログ信号に変換される。

２ CD-ROM 

CD-ROM （読み取り専用コンパクトディスク）は 1980 年代半ばに普及した

オーディオ CD から生まれたもので，その物理的な寸法や性質は同一である。

大きな違いは，オーディオ CD が音声データしか記録できないのに対して， 

CD-ROM は音声データ，コンピュータデータ，動画・静止画データを記録で

きることである。

成形されたプラスチックディスク上に，らせん状にピットが刻まれ，そこに

データが記録される。アルミニウムの反射膜に CD ドライブからレーザーが照

射され， コード化された情報を読み取る。プラスチック基板上に記録されたデ

ータが損なわれないように，表面のラッカーコート層が保護している。

( 

基盤

保護膜

記録層 反射膜）

ピット

 図 CD-ROM の構造
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３ 取り扱い

強く曲げたり，先のとがったものを表面にあてるといった取り扱いが，光デ

ィスクに最も悪影響をあたえる。そうした取り扱いをすると， 基板が変形した

り，ピットが破壊されるので，ディスクが読めなくなってしまう。先のとがっ

た筆記具， 例えばボールペンなどを使うと，ポリカーボネート製の基板と金属

反射膜をペン先で押しつぶしてしまうことがある。ディスクドライブの中にデ

ィスクを放置してはいけない。手で取り扱う場合には， 起毛していない手袋を

はめる。

４ ラベリング

種類を問わずラベルを光ディスクに貼ると物理的なバランスが悪くなり，プ

レイヤーで再生できなくなることがある。また， 湿るとラベルがはがれること

もある。しかし， いったん貼ってしまったラベルについては， はがそうとしな

いことが極めて重要である。ラベルをはがそうとすると，てこの作用で小さな

場所に力が集中する。そうした力が加わると層が割れて剥離してしまうことが

ある。特に書き込み可能な CD で生じやすい。ディスク表面に記述が必要な場

合には，他の筆記具より，柔らかいフェルトペンが望ましい。しかし，油性マ

ーカーを使うと溶剤が保護用のラッカーコート層に染み込んでしまうことが

ある。

５ クリーニング

クリーニング溶剤を使うのは避ける。軽い埃や汚れは研磨性のないレンズテ

ィッシュで安全に払い落とすこともできるが，さらに望ましいのはエアブラシ

である。常にやさしくディスクの真ん中から外側へと拭いていく。円状にでは

なく，放射線状に（車輪のスポークのように）拭いていく。

６ 保管

多くの製造業者や販売店で提供されているアクリルケースは，CDを傷，埃， 

光や急激な湿度変化から保護するのに役立つ。個々にケースに入れたCDを，密

閉された箱や， 引出し，キャビネットに入れて保護する。こうすることにより，

光や埃，気候の変化から，さらに確実に保護することができる。製造業者がケ

ースパッケージの中にインデックスカード等を入れている場合には，それも保

存する。 
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７ 望ましい保管環境

光ディスクは， 埃のない， 涼しくて（温度20℃以下）， 適度に乾燥した（ 相対

湿度40％） ところで保管しなければならない。暖かく湿った状態で保管すると，

金属の反射膜が酸化して暗色化し，ほとんど反射しなくなるとともに，ポリエ

ステルの基板と保護膜も劣化する。直射日光のもとにディスクを置いてはなら

ない。
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媒体を変換する場合は，作業中

に元の資料を傷めることがない

よう十分注意する。例えば，資

料の適切な取り扱い，変換作業

前後に資料を一次的に置いてお

く保管場所，変換作業を行う部

屋の温湿度をはじめとする環境

に注意を払う。マイクロ化ある

いはデジタル化によって媒体変

換するために，製本された資料

を撮影する場合は，資料を無理

やり開くことなく支えて置ける

ような書物台を用いる。 

なぜ媒体変換するのか？ 

どこの図書館においても，蔵書の損耗を防ぎ劣化を遅らせるための行動をお

こすことができる。

しかし，人手がかかり費用もかかる修復保存手当てを施すことができる図書

館は少ない。資料の内容をより安定した別の媒体へ移し替え， その内容を保存

する媒体変換は，そうした図書館がとりうる唯一の措置であり， また保存措置

としてはそれで必要にして十分である場合が多い。

媒体変換に関する諸問題や方法，技術などを詳細に論じた文献は数多く刊行

されているので，ここでは最も基本的な事柄についてまとめておく。また， 変

換する媒体に主たる関心をおく。なお変換作業時に，変換される情報が記録さ

れている図書や文書を手荒く取り扱ってはいけないことはいうまでもない。

図書館・文書館資料はさまざまな理由により媒体変換される。


♦ 資料の内容を保存するため。


♦ 利用による原資料の損耗を少なくするため。

♦ 場所を節約するため。劣化したり，ひどく壊れたりした資料のうち，資

料に現物としての価値がなく，その内容さえ残ればよいものであれば，廃

棄してもよい。

♦ 利用を促すため。マイクロフィルムや電子媒体は，複製を作成して外部

に頒布することができるので一度に複数の人が利用できる。

♦ 原記録が損傷したり，盗まれたり，破壊されたりすることに備えて，セ

キュリティの観点から複製を作成しておくため。

媒体変換が保存措置として本当の意味で成果をあげられるか否かは，全国規

模，世界規模での相互協力にかかっている。

例えば，欧州マイクロ資料マスタ登録簿（EROMM: European Register of 

Microfilm Masters ）のようなプロジェクトを立ち上げる必要があるだろう。

EROMM とは，欧州の有力図書館が所蔵するマイクロ資料のデータベースで

ある。EROMM のレコードを見れば，どの資料がどこの図書館でマイクロ化

されたかがわかるため， 重複してマイクロ化することを避けられる（別々の図

書館で同一の新聞をそれぞれにマイクロ化することは， 貴重な資源の無駄づか

いである。隣町の図書館に良好な状態で保存されているにもかかわらず，同じ

雑誌を媒体変換しようとすることもまた同様である）。

さらに，どの資料を媒体変換すべきか，どこの図書館が媒体変換すべきかを， 

図書館間で協力して計画し調整することも必要である。すでに多くの手引書が
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刊行されており，媒体変換する資料の選択や媒体変換プログラムの立ち上げの

際に司書の役に立つであろう。

一般的には次の点を考慮する必要がある。

♦ 資料またはコレクションは他では見られない独自のものか，あるいは希

少価値の高いものか？

♦ 図書館内または外部にその資料と同一のものがないか？ 

♦ その資料に何らかの処置を施す必要はないか（例えば，用紙がすでに強

い酸性を示していたり脆くなったりしていないか，またはそうした状態に

なりつつはないか）？

♦ 資料を買い換えることはできないか？ 

♦ 頻繁に利用される，あるいはそうなりそうな資料か？

♦ 元の装丁のまま保存する必要があるか？

♦ どこか別の図書館ですでに媒体変換されていないか？

原資料の損耗を減らす

原資料の損耗を少なくすることを目的とした媒体変換の場合，変換作業中に

も資料が傷まないように細心の注意を払わなければならない。媒体変換の作業

中は，何度も開閉したり，めくったりといった大きな負担を資料にかけるため，

損傷する危険が増す。 

媒体を選択する

媒体変換には主に次の３つの方法が用いられる。 


♦ コピー（電子式複写）


♦ マイクロ化


♦ デジタル化


それぞれ一長一短があるが，目的に応じて使い分けることができる。いずれ

の方法も現在のところ図書館にとってそれなりに有益である。 
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壊れそうな資料や貴重書，製本

された資料からコピーをとる場

合，資料を伏せてとるような通

常の複写機を使用しない。 

第１節 コピー（電子式複写）

コピーによる媒体変換は，必ずしも完全な保存方法ではない。というのは，

通常，コピー用のマスタ版が作成されないために， 別のコピーを作成すること

ができないからである。しかし，欠頁や欠損部分を補う場合にはとりわけ役に

立つ。 

♦ 印刷された逐次刊行物の破損・欠号部分をコピーして製本し開架書架に

並べることができる。

♦ 資料の劣化が進みこれ以上利用すると壊れてしまう危険性があり，しか

も，フィルムではなく印刷形態の代替物が望ましいにもかかわらず商業出

版社からは代替物を入手できないという場合にも，コピーを作成する方法

が用いられる。

いずれの場合にも，パーマネントペーパーを用いて最高品質のコピーを作成

することが肝要である。 

１ 長所

♦ コピーする際に複写機が必要なだけで，複写されたものを読むのに特別

な機器がいらない。

♦ 原資料と同形態の，紙に印刷された資料が得られる。

♦ 一般に他の手段と比べて費用がかからない。特に原資料が白黒の文献の

場合は低コストである。

♦ 新聞のようにかさばる文献は例外であるが，利用者はマイクロフィルム

より紙のコピーを好む。

２ 短所

♦ 一般にコピーからさらにコピーを作成した場合，その品質はマイクロフ

ィルムから紙に電子式引伸し（紙焼き）をしたものよりも劣る。

♦ コピーからコピーを作成するのにかかる費用は，マイクロフィルムから

紙に電子式引伸しをする費用よりも高い。

♦ 一部の情報が失われる。線よりも図版の場合に，特に情報の損失が多い。

♦ 原資料も保存する場合は，収蔵場所を増やさなければならない。
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３ コピー用紙，トナー，複写機

用紙

規格ANSI Z39.48-1992 または ISO 9706 の要件を満たすパーマネントペー

パーを用いて， 白黒複写機でコピーを作成する。カラーコピーは長期的安定性

に欠ける。 

トナー

トナーの品質と用紙への定着性についても考慮しなければならない。トナー

はカーボン・ブラックを推奨する。複写機のメンテナンスをしっかり行い， 用

紙にトナーを定着させるために適切な温度が維持されるようにしなければな

らない。コピーしたばかりの画像が擦るとぼやけてしまうような場合は，用紙

に画像が適切に定着されていないので複写機の調整が必要である。

複写機

図書館でよく利用されている原稿台がフラットベッドタイプの複写機で，製

本された資料のコピーを作成すると， 資料の綴じに大きな負担をかけるためど

うしても資料が傷む。資料を上向きにしたままコピーできる複写機が望ましい。

コピーだけでなく，テキストや画像のデジタル化もできる上向き複写機が販売

されている。上向き複写機はよく開かない資料の画像をきれいに写し取ること

において，大きな可能性を秘めている。

第２節 マイクロ化

１ マイクロ化の工程

マイクロ化については，広範囲にわたり規格が制定されている。フィルムの

作成と保管のあらゆる側面が取り扱われている。 

保存のためのマイクロ化は，多くのステップを踏んで行われる。 

♦ 資料選択

どの資料をマイクロ化するか明確な基準に基づいて判断する。

♦ 撮影準備

資料が完全に揃っているかどうか点検する。ページをクリーニングし， 

補修する。タイトルや縮小率などの関連情報を示す「ターゲット（ 指標）」

を作成する。

♦ 撮影
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基本的な手順は写真撮影と同じである。

♦ フィルムの現像

露光済みのフィルムを，長期保存のための規格に基づいて現像処理する。

現像後は， フィルムが十分に水洗されて現像液が残留していないかどう

か検査する。

♦ 検査

現像処理が終わったら， フィルムに黄色・褐色の斑点（ブレミッシュ）が生

じていないか，読みやすいか，撮影洩れがないか，などの点について検

査する。

♦ 書誌作成

書誌を作成して機械可読目録（MARC）に掲載することで，フィルムの利

用を促進しマイクロ化の重複作業を避ける。

２ マイクロ撮影業者

館内でマイクロ撮影の体制を整えるよりも，民間のマイクロ撮影業者を利用

したほうが経済的であることが多い。ただし，どのマイクロ撮影業者を利用す

るにしても，その技術や製品を評価した上で利用することが肝要である。 

♦ 他機関，特に文書館に相談して，マイクロ撮影業者との仕事の経験を教

えてもらう。

♦ 製本された資料や脆くなった資料，大型資料の撮影に関してどのような

経験があるか，候補となる業者に尋ねる。

♦ 少なくとも３機関に経験を照会する。

♦ 照会先の機関に連絡をとり，マイクロ撮影業者がどのように資料を取り

扱っているか，納期を守るか，修正部分の再撮影にどのように応じている

か，について確認する。

♦ 撮影者の作業を点検する。作業基準，手順，セキュリティについて尋ね

る。

♦ 業者と契約書を作成する。

♦ 撮影見本を要求する。

３ 長所

♦ 十分な実績 ――図書館資料は 1930 年代からマイクロ形態に複製されて

きた。

♦ 技術的問題の大部分がすでに解決されている。

♦ 撮影，現像処理，保管についての規格が数多くある。

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則



第 7 章 媒体変換 87 

25 
～100 
ろう。 

ポリエステル・ベースのジアゾ

フィルムあるいはベシキュラフ

ィルムは長期的な保存用のフィ

ルムには適さない。しかし適切

な環境のもとで保管すれば

年ぐらいは利用できるだ

♦ マイクロフィルムは比較的安価に作成，複製，頒布することができる。

♦ 高品質のフィルムを使ったマイクロならば，そこからデジタル化が可能

である。

♦ フィルムは非常に小さく，スペースが節約できる。

４ 短所

♦ 利用者からの反対。図書館のマイクロフィルムリーダは性能が悪く，快

適に操作できるよう設計されているものは少ない。

♦ フィルムを利用するために利用者は自分で

――フィルムを探し，

――フィルムリーダに装填し，

――求める画像をみつけるために，フィルムを巻いて多くの画像をやり

過ごさなければならない。

♦ 求めるフィルムが図書館にない場合，取り寄せに数週間かかる時もある。

♦ 取り扱いによりフィルムに傷がつくことがある。

♦ フィルムからフィルムへの複製を繰り返すごとに解像度が落ちる（約 10 

パーセント）。

♦ フィルムから紙への電子式引伸しは低品質な場合がある。

♦ フィルム作成にかかわる各種の条件を管理するのが難しい。

♦ 撮影が終わってみないと画像の品質がわからない。

♦ 撮影不良のページは再撮影し，フィルムを接合しなければならない。

５ マイクロフィルムの種類（感光材料の違いによる） 

銀-ゼラチンフィルム

長期保存用のマスタネガフィルムの作成に適するのはこのタイプだけであ

る。オリジナルであるマスタネガフィルムの保管は，完全に区画を分けて厳格

に管理された環境のもとで行う。製作したマスタネガフィルムから複製フィル

ムを作成し，その複製フィルムを利用フィルムとして活用する。マスタネガフ

ィルムは閲覧には使用しない。複製フィルムの作成に使う。 

ジアゾフィルム

複製フィルムとして用いられる。ジアゾフィルムからは紙への電子式引伸し

のほか，複製フィルムを作成することもできる。 
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ベシキュラフィルム

閲覧や貸出に使用するポジの複製フィルムを作成することができる。 

… 光の反射を防ぐための層

乳剤層 … (感光材料の層) 

保護層

下引層 … 支持体との接着層

支持体（ベース）

ﾊﾚｰｼｮﾝ 防止層

画像が記録される層

5466 
マイクロフィルムは規格 ISO 

に基づいた環境のもとで

常時保管する。

図 マイクロフィルムの構造 

６ 望ましい保管環境

「第５章 写真およびフィルム媒体資料」で取り上げたフィルム媒体資料のた

めの保管条件の大部分がマイクロ資料にもあてはまる。 

図書館が現在所蔵しているマイクロフィルムの多くはセルロースアセテー

ト・ベースのものである。支持体がセルロースアセテート・ベースのフィルム

は化学的に分解して酢酸臭を発し， 最後には収縮して乳剤層が損なわれてしま

う。セルロースのフィルムはどれも劣化しやすい。劣化は初めゆっくりと進行

するが， あるレベルを超えると急激に進行する。フィルムのベースの劣化は加

速度的に進行し，温湿度の変化に著しく左右される。

よくいわれることであるが，白黒の銀-ゼラチンフィルムは，適切に現像処

理し保管すれば，およそ 500 年利用できる。比較的早い段階で劣化が進んでし

まう紙の原資料よりもはるかに長い寿命を持つ。しかし， 現像処理や保管状況

が適切でないと，フィルムの寿命は短くなる。 

♦ マスタネガフィルムは，耐火保管庫（耐火金庫は適正な湿度を維持でき

ないので勧められない）に入れ，塵埃や大気汚染物質を避け，温度を 18 

±２℃， 相対湿度をセルロースアセテート・ベースの銀-ゼラチンフィル

ムの場合は 20～40％， ポリエステル・ベースの銀-ゼラチンフィルムの場

合は 30～40％に常時維持した状態で保管しなければならない。

♦ ジアゾフィルムを用いた複製フィルムやベシキュラフィルムを用いた閲
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マイクロフィルムリーダや複写

機は，フィルムに傷や沈着物を

つけないように，清掃を常にこ

ころがける。利用者には，フィ

ルムを傷めないよう注意して取

り扱うように指導する。 

覧用複製フィルムは，より緩やかな条件のもとで保管することができる。

とはいえ，フィルムの寿命を延ばすためには，涼しく乾いた環境で保管し

たほうがよい。

♦ いずれの場合においても，温湿度の急激な変化は避けなければならない。

♦ ジアゾフィルムでは画像の退色が起きやすい。光により退色が進むため，

暗いところに保管し，利用しない時は常に包材の中に入れておく。

♦ ベシキュラフィルムはマイクロフィルムリーダに付着する埃や熱により

特に影響を受けやすいため，フィルムリーダを清潔に保ち，高熱が発生し

ないように管理しておくことが重要である。

♦ 包材は酸性物質や酸化・還元を促す物質を含まず，規格 ANSI IT9.2-1991 

で定められ写真活性度試験（PAT ）に合格したものを使用する。

第３節 デジタル化

１ デジタル化とは？ 

デジタル化とはコンピュータ技術を用いて画像を取り込み，保管する方法の

ことである。

デジタルカメラまたはスキャナーを使って電子的に画像を取り込み，画像を

０と１からなる２進コードでできたデータに変換する。こうして作成されるデ

ジタル画像は， コンピュータの画面上で見たり， 紙に印刷したりすることがで

きる。またデータは磁気記録媒体や光記録媒体に記録され保管される。ただし，

デジタル画像として取り込まれた文字情報は，文字コードに変換しないとテキ

スト検索が行えない。

２ 光学式文字認識（OCR） 

OCR ソフトを使えば，画像としてスキャナーで取り込んだ印刷物の文字情

報を，文字コードからなるテキストデータに変換できる。テキストデータであ

れば，ワープロソフトによる編集が可能になる。しかし，残念なことに OCR 

の文字認識は完全でないため，誤って変換された文字を修正するのに時間がか

かる。さらに，OCR ソフトは原資料の持つ書体情報やページレイアウト情報

を残すことができない。 
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３ 長所

♦ デジタル化により，世界中の大勢の人々に対して迅速に資料を提供でき

る。

♦ 画像を電子的に修復したり画質をよくすることができる。

♦ 利用者に高品質なコピー複写を提供できる。

♦ 検索システムにより，情報探索が容易になる。

♦ デジタル画像は，複製を繰り返しても画像が劣化しない。

♦ デジタル画像は，利用により劣化しない。

４ 短所

♦ デジタル化やその利用に必要なシステムを維持するには相当な経費がか

かる。

♦ コンピュータの画面上に表示されたものであれ，紙に印刷されたもので

あれ，デジタル画像は原資料の代替物として法的にはいまだに認められて

いない。

♦ 多くの領域で標準化がなされていない。

♦ デジタルによる長期保存が可能だとはいまだに認められていない。――絶

えず点検し，ある時点または定期的に，媒体変換やデータ移行を行う必要

がある。

♦ 利用のための機器類が陳腐化し，情報を読み出せなくなる。

♦ 急速に低下しているとはいえ，デジタル画像の製作費や格納媒体の価格

はまだかなり高額である。

♦ 高解像度の保存用画像を作成しデータを格納するには時間がかかる。ま

た，画質がよくなるにつれてコストも高くなる。

♦ カラー画像は複製費用が高額である。

５ 陳腐化の問題

光・磁気記録媒体と，それを再生するためのハードウェア，ソフトウェアに

用いられている技術の寿命が大きな問題となっている。これはマイクロ化を媒

体変換の手段として考えていた時には生じなかった問題である。 

コンピュータのハードウェアとソフトウェアはめまぐるしく変化しており，
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――例磁気または光記録媒体 

えばハードディスク，フロッピ

ーディスク，磁気テープ，

CD-ROM などは，本質的に不安

定な媒体であり， 破損しやすく， 

他のすべての媒体と同様に製造

されるとすぐにその直後より劣

化が始まる。 

定期的に新しいバージョンが登場する。そのうえ， 技術も変わる。図書館で現

在使われている技術の多くは，将来は使えなくなっているであろう。ハードウ

ェアの部品はもはや製造されていないだろうし， また古いソフトウェアも新し

い機器の上では動かないであろう。図書館で保管された光ディスク上の情報は，

25 年後にはもはや読み出すことができなくなっているかもしれない。まして

100 年後には間違いなくそうした問題が生じるであろう。

ハードウェアの陳腐化に対処するためには，新たな技術が標準となるたびに， 

磁気記録媒体や光記録媒体に記録した保存用データを， 新技術に対応して「移

行」しなければならないであろう。 

６ デジタル化とマイクロ化の組み合わせ

今後 10 年間は， 保存のためにマイクロフィルムマスタを作成し，利用のた

めにデジタルマスタを作成する方法が，望ましい保存方策であろう。一般的に，

マイクロフィルムを先に作成する方法が今のところ好まれている。

しかし，コンピュータ技術の急速な進展により機器の精度は上がっており，

マイクロフィルムと高解像度のデジタル画像を同時に， しかも低コストで作成

することができるようになっている。簡便なアクセスに対する要求は大きくな

る一方であり， 遅かれ早かれデジタル技術が優勢になると思われる。しかしな

がら，標準規格が定着するまでは， 保存のためにデジタル技術を用いることに

は疑問が残る。

©2003.7 IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則



第８章 用語解説 92 

第８章 用語解説

以下は本文中で使用されている用語を定義したものである。普通の辞書には

掲載されていない専門的なものも含んでいる。

間紙（アイシ） interleaving 
紙その他の材料で資料を劣化要因から隔離して保存する方法をさす。例え

ば酸の移行を防ぐために，酸性を示す資料の間にアルカリ緩衝剤を含んだ

紙をはさむことが，しばしば推奨される。

アーカイバル品質 archival quality 
定義が曖昧な言葉だが，材料や製品が耐久性に優れ，化学的に安定で，長

期間にわたりその特性を保ち続けるため， 資料保存用途に使用できる，と

いう意味で使われる。しかしその品質を定量的に示すことはできず， どれ

だけの期間， 特性を保持すれば 「アーカイバル」な製品といえるのかと

いう基準も存在しない。「パーマネント」という用語が同じ意味合いで使

用されることがある。

アクリル acrylics 
透明性・耐候性・色の堅牢性に優れたプラスチック。化学変化に強いため，

資料の保存用材料としても重要な地位を占めている。アクリルは，シート， 

フィルム， 接着剤の材料として使われる。紫外線吸収アクリルシートはガ

ラスの代わりとして展示ケースに使われる。ガラスより割れにくく， 添加

された紫外線吸収剤によりケース内に置かれた資料の紫外線劣化を防ぐ

効果がある。

圧着テープ pressure-sensitive tape 
「接着テープ」の項を参照。

アルカリ alkali 
化学的には水溶液中で水酸化物イオン（OH-）を形成する物質をさす。ア

ルカリ成分は， 紙などの中に存在する酸を中和したり， 将来発生する恐れ

のある酸から資料を保護するアルカリ緩衝剤（アルカリ・リザーブまたは

アルカリ・バッファー）として添加される。

ＨＶＡ Ｃシステム HVAC 
建物の冷暖房（heating）， 換気（ventilating），空調（air conditioning ）を管

理するシステムの略称。

エンキャプシュレーション encapsulation 
紙やシート状の資料を保護するために他のもので封じ込めること。資料を

２枚の（もしくは一辺がつながった）透明シート（通常ポリエステル製）

の間に置き，その後４辺を閉じる。資料をさらに安定した状態に保つため

にアルカリ性の緩衝紙や板紙を一緒に入れることもある。
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化学的に安定 chemical stability 
ある物質が化学的には容易に分解されず，変化を起こしにくい性質をもつ

こと。資料を保存するために使われる材料に求められる要件である。例え

ば紙の場合，閲覧時や保管時に，さまざまな環境にさらされても脆弱化が

起きにくいことを意味する。化学的に不活性ともいう。

加水分解 hydrolysis 
水との相互作用により有機化合物が分解すること。分解反応は分子結合を

弱めたり壊したりし，物質の脆弱化や退色を引き起こす。

カビ mould 
カビの胞子は大気中や資料の上に常に存在し，適度な温湿度の環境が整え

ば，いつでも発芽し， 成長し， いわゆるカビとなって増殖する。カビはた

いていの図書館資料の汚れや劣化の原因になる。

光化学的劣化 photochemical degradation 
光が原因で引き起こされ進行する劣化や変質のこと。

コンサベーション conservation 
資料の物理的・化学的な構造に直接働きかけて劣化を遅らせ寿命を延ばす

手段をさす。例としては破損した製本の補修や紙の脱酸性化処置などがあ

げられる。

酸 acid 
化学的には水溶液中で水素イオン（Ｈ+） を形成する物質をさす。紙・板

紙・布のセルロースは酸を触媒とする酸加水分解により劣化する。酸は紙

などの製造過程で添加されたり，元々の原料段階から存在することがある。

また他の酸性を示す物質や大気汚染物質から移行する場合もある。

酸化 oxidation 
原子から電子が失われるあらゆる反応をさす（酸素は必ずしも存在しなく

てよい）。セルロースが酸化すると酸が形成され，加水分解の触媒になる。

接着剤やプラスチックのような重合体が酸化すると化学変化が起き，それ

が資料の脆弱化や退色をもたらす。初めから資料に含まれる不純物や，隣

り合った資料の不純物，大気中の汚染物質などにより酸化が引き起こされ

ることもある。

紫外線 ultraviolet (UV) 
ＵＶと省略される。可視光線よりも波長が短く，高いエネルギーをもつ電

磁波（紫外線は可視光線とともに光の構成要素である）。紫外線は絶えず

資料を劣化させる。紫外線を除去することは劣化の進行を遅らせるのに役

立つ。

自記温湿計 thermohygrograph/hygrothermograph 
温度と相対湿度を記録する機械式もしくは電子式の測定器具。温湿度記録

計ともいう。

重合体 polymer 
小さな単位であるモノマー（単量体）の連なりから成り立つ物質のこと。

単量体であるエチレンが比較的単純につながったポリエチレンのような

ものと，アクリルのように比較的複雑なつながりをもつものとがある。
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接着テープ adhesive tape 
紙・布・その他のシート状の材料を基材とし， 接着層をもつテープ。通常

は圧力か， 熱または水分をあたえることにより接着する。特に圧着型のテ

ープを長期保存の資料に使用することは避ける。接着剤が劣化して黄変す

るし，資料に付着した接着剤がとれなくなる。

セルロース cellulose 
化学的には複雑な構造をした炭水化物である。植物の細胞壁の主成分であ

り，紙や板紙のほか，麻や綿のような繊維植物を用いた製品の主成分にな

る。西洋では伝統的に， 紙の材料のセルロース繊維を麻布や綿布から得て

いた。セルロース繊維の原材料として木材が大々的に使われるようになる

のは1850 年以降である。

糊 paste 
米や麦の粉，もしくはその澱粉からつくられた接着剤。

媒体 medium/media 
情報が記録されているもの。画像を記録するのに使用される基材そのもの

をさすこともある。

バッファー buffer/buffering 
緩衝剤，緩衝作用

「アルカリ」の項を参照。

パーマネント permanent 
「アーカイバル」の項を参照。

「パーマネントペーパー（ 耐久用紙）」という場合，認定された基準に沿っ

た紙をさし，無酸で，化学的・物理的変化に対し一般の紙より高い耐性を

示すものでなければならない。

ｐH（ ピーエッチ）

化学的には水溶液中の水素イオンの濃度を示し，その度合いによって，酸

性やアルカリ性という。

フォクシング foxing 
紙の上に点在する錆び色のしみ。

プリザベーション preservation 
図書館や文書館の資料そのものと，その中の情報を保存していくための保

管や配架の基準，職員の配置， 保存政策や技術に関連する管理的・財政的

な考慮の一切。

ブリトル brittle 
曲げたり折ったりすると壊れてしまう状態のこと。図書などの劣化調査の

場合，紙の角をしっかりと２往復（４ 回） 折ると破断する時，「ブリトル」

な紙という。

ポリエステル polyester 
ポリエチレンテレフタレートの通称。プラスチック。無色透明，耐伸長性，
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化学的安定性に優れる（塗工や添加物のない場合に限る）。シートやフィ

ルムの形態で， フォルダー， エンキャプシュレーション，図書のジャケッ

トや接着テープに使われる。

ポリエチレン polyethylene 
純粋なものは化学的安定性に優れたプラスチック。フィルム形態で写真資

料のための透明封筒等に使用される。ポリエステルフィルムの安価な代用

品のひとつでもある。

ポリ塩化ビニル polyvinylchloride 
通常「ＰＶＣ 」もしくは「ビニール」とよばれるプラスチック。他のプラ

スチックに比べ化学的安定性が低く，セルロース物質を劣化させる酸性成

分を放出する。ＰＶＣ を柔軟にするために可塑剤が添加されるが，これも

図書資料の劣化原因となる。

ポリプロピレン polypropylene 
純粋なものは化学的安定性に優れたプラスチック。フィルム形態で写真資

料のための透明封筒等に使用される。

無酸 acid-free 
酸を含まず， ｐＨが７（ 中性)もしくはそれ以上（アルカリ性）という意

味で使われる。

リグニン lignin 
樹木に含まれる一成分で，セルロースとともに細胞壁中に存在し，植物組

織の強度や堅牢性の保持に大きな役割を果たしている。だが紙や板紙に含

まれるリグニンは，資料の化学的劣化をもたらすとも考えられている。木

材パルプは多量のリグニンを含んでいる。リグニンは機械パルプの生産過

程では分離されないが，化学的手段によりおおむね除去できる。

ルクス lux 
照度を表す単位。１ルクスは１平方メートルあたり１ルーメンの光の束が

あたっている状態。読書や作業に適し，図書資料にも悪い影響をあたえな

い照度を考える場合は， 電球のワット数より，資料表面にあたる光の量を

考えるべきである。
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